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発刊にあたって 
 

半世紀の時を経て東京で開催された東京２０２０オリンピック・パラリンピ

ック競技大会が令和３年（２０２１年）９月５日に幕を閉じました。今回の大

会は、新型コロナウイルス感染症の影響で１年の延期を経て開催され、多

くの会場が無観客となるなど、過去に類を見ない大会となりました。 

 

本市におきましても、オリンピック聖火リレーの公道走行や米国スポーツ

クライミング代表チームの事前キャンプにおける市民交流などが叶わぬも

のとなりましたが、そのような状況の中でも、日本代表選手が大活躍し、

オリンピックでは５８個、パラリンピックでは５１個のメダルを獲得し、前回大会を大きく上回る成績を収め

たとともに、本市で事前キャンプを行った米国代表選手が銀メダルを獲得するなど、私たちに多くの感動

やスポーツが持つ力の素晴らしさを伝えてくれました。 

 

特に、世界のトップアスリートが自らの限界を超えようとする姿は、次代を担う若者たちに挑戦すること

の大切さや世界に向けた視野など、素晴らしい財産を残してくれたと考えています。 

 

市では、平成２８年（２０１６年）に八王子レガシープランを策定し、東京２０２０大会の成功を支え、感動を

市民の皆様と共有するとともに、大会後に本市の財産となるレガシー（未来への遺産）を見据えて、市民

生活の向上や地域の活性化につながる取組を進めてきました。 

 

この記録集は、東京２０２０大会に関する市の取組を記録として残し後世に伝えるとともに、今後の大規

模な国際スポーツ大会等の誘致・受入の参考となるようまとめたものです。 

 

今後も、東京２０２０大会を契機としたこれまでの取組の成果を、本市のスポーツ振興など価値あるレガ

シーとして根付かせていくとともに、東京２０２０大会の理念である多様性と調和を重視して、あらゆる人

がお互いに尊重し合い、認め合うことのできる社会の実現につなげてまいります。 

 

結びに、東京２０２０大会に関する本市の取組に御理解・御協力をいただきました自転車競技（ロード）

コースサポーターをはじめとしたボランティアの皆様や各取組に御協力・御参加いただきました市民の皆

様に心から感謝を申しあげます。 

令和４年（２０２２年） ３月  

八王子市長 
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Ⅰ 大会概要 

１ 大会名称等 

  【東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会】 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

正式名称 第３２回オリンピック競技大会（２０２０／東京） 

 

開催期間 令和３年７月２３日（金）～８月８日（日） 

競技数 ３３競技 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

正式名称 東京２０２０パラリンピック競技大会 

 

開催期間 令和３年８月２４日（火）～９月５日（日） 

競技数 ２２競技 

 

２ 大会ビジョン 

『スポーツには世界と未来を変える力がある。』 

１９６４年の東京大会は日本を大きく変えた。東京２０２０大会は、 

「すべての人が自己ベストを目指し（全員が自己ベスト）」 

「一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）」 

「そして、未来につなげよう（未来への継承）」 

を３つの基本コンセプトとし、史上最もイノベーティブで、 

世界にポジティブな改革をもたらす大会とする。 

 

３ 大会の特徴 

（1） ２回目のパラリンピック 

東京は、世界で初めて２回目の夏季パラリンピックを開催した都市です。 

（2） 文化の発信 

日本の誇る文化を国内外に発信するため、多様な文化プログラムが実施されました。 

 東京２０２０ＮＩＰＰＯＮフェスティバルの開催 

 東京２０２０公式アートポスターの制作 など 

（3） 持続可能性 

東京２０２０大会は「Be better, together/より良

い未来へ、ともに進もう。」をコンセプトとし、SDGsに貢

献する様々な取組が行われました。 

 都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト 

 調達物品のリユース・リサイクル など 

（4） 新型コロナウイルス感染症対策 

世界的な規模で拡大した感染症に対し、大会史上初と

なる延期など、安心・安全な大会開催に向けた様々な対策が講じられました。 

 大会の延期/無観客開催/聖火リレーの公道走行中止  

 「プレイブック」による選手・関係者の行動管理、検査の実施 など 

（5） ホストタウン登録制度 

       大会をきっかけとして、大会参加国・地域との相互交流を図る地方公共団体を登録

する国の制度。全国で約５３０の自治体が登録され、オンライン等による交流が行われ

ました。 

 
東京２０２０大会で授与された全て

のメダルは、使用済みの携帯電話等

の小型家電から金属を集めて制作さ

れました。本市も開催都市の一員とし

て本プロジェクトに参画し、市内の各

施設へ回収箱を設置。プロジェクト終

了までに、本市だけで 11,５１４台の携

帯電話（金メダル約８個相当）を回収

しました。 

 Ⅰ 
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４ 本市に関係した競技等 

（1） オリンピック聖火リレー 点火セレモニー 

日時 令和３年７月１０日（土） １７時４７分～１８時４７分 

会場 富士森公園 

実施主体 
（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会/ 

東京都聖火リレー実行委員会/東京都 

内容 
・聖火ランナーによるトーチキス 

・聖火皿への点火 など 

参加者 聖火ランナー、サポートランナー、ランナーの家族等 

 〈関連ページ 25～２７ページ〉 

 

（2） 自転車競技（ロード） 

種目 自転車競技（ロード）男子 自転車競技（ロード）女子 

日時 
令和３年７月２４日（土） 

１１時００分～１８時１５分 

令和３年７月２５日（日） 

１３時００分～１７時３５分 

実施主体 （公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

出場選手数 １２８名 ６７名 

総距離 約２４４ｋｍ 約１４７ｋｍ 

コース 
スタート：武蔵野の森公園（東京都調布市） 

ゴール：富士スピードウェイ（静岡県小山町） 

獲得標高 約 4,865ｍ 約 2,692m 

通過自治体 

東京都 三鷹市、調布市、小金井市、府中市、稲城市、多摩市、八王子市、町田市 

神奈川県 相模原市、山北町 

山梨県 道志村、山中湖村 

静岡県 御殿場市、裾野市、小山町 

市内コース 
都道１５８号小山乞田線（多摩ニュータウン通り）の松が谷トンネルから 

小山内裏トンネルまでの約５.1km 

 〈関連ページ 22～２４ページ〉 

【市内コース】 
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５ 大会開催までの経緯 

（1） 決定 

平成２３年７月１６日（土）、石原慎太郎東京都知事が東日本大震災の復興を理念に

掲げ、２０２０年のオリンピック・パラリンピック競技大会の招致を表明。平成２５年９月７

日（土）、アルゼンチンのブエノスアイレスで開かれたＩＯＣ総会において、ＩＯＣ委員の過

半数の投票を獲得し、２０２０年のオリンピック・パラリンピック開催都市は東京に決定し

ました。 

 

（2） 延期 

東京２０２０大会の開催を約４か月後に控えた令和２年３月２４日（火）、新型コロナウ

イルス感染症の世界的な拡大を受け、安倍総理大臣とＩＯＣのバッハ会長が電話会談

を行い、東京２０２０大会を１年程度延期することで合意。大会史上初となる延期が決

定しました。 

 

（3） 開催 

安全・安心な大会に向け、様々な感染症対策が講じられましたが、東京都に緊急事

態宣言が発出されるなど、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、１都３県の３４競技

会場で無観客開催が決定しました。 

【経緯】 

時期 
本市の

出来事 
内容 

平成２３年７月１６日  東京都知事が２０２０年のオリンピック・パラリンピック競技大会の招致を表明 

平成２５年９月７日  ２０２０年の開催は東京に決定 

平成３０年８月９日  自転車競技（ロード）のコースが決定 

平成３１年３月１９日 ● アメリカ合衆国スポーツクライミング代表チームの事前キャンプ受入に関する覚書を締結 

令和元年７月２１日 ● 自転車競技（ロード）テストイベント開催 

令和元年８月２日 ● アメリカ合衆国スポーツクライミング代表チームの強化合宿受入 

令和２年２月２日 ● 台湾パラ・パワーリフティング代表チームの事前キャンプ受入に関する協定書を締結 

令和２年２月１５日 ● オリンピック聖火リレーリハーサルを実施 

令和２年３月１３日  ギリシャ国内での聖火リレーが中止 

令和２年３月２４日  東京２０２０大会の延期が決定 

令和２年３月３０日  延期後の日程が決定 

令和３年６月２２日 ● コミュニティライブサイト・パブリックビューイングの中止を決定 

令和３年６月２９日  
東京都が、都内で行う東京五輪の聖火リレーについて初日の７月９日から１６日までの８日間、

島を除く公道走行を見合わせると発表 

令和３年７月８日  １都３県の３４競技会場の無観客開催が決定 

令和３年７月１０日 ● オリンピック聖火リレー点火セレモニーが本市で開催 

令和３年７年２２日 ● アメリカ合衆国スポーツクライミング代表チームの事前キャンプ受入 

令和３年７年２３日  東京２０２０オリンピック競技大会開幕 

令和３年７月２４日 ● 自転車競技（ロード）男子が開催 

令和３年７月２５日 ● 自転車競技（ロード）女子が開催 

令和３年８月１６日  パラリンピックの無観客開催が決定 

令和３年８月２０日 ● パラリンピック聖火となる「八王子の火」を採火 

令和３年８月２４日  東京２０２０パラリンピック競技大会開幕 
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Ⅱ 本市の取組 

１ 推進体制等 

（1） 組織 

東京２０２０大会に向け、生涯学習スポーツ部では機運醸成などの取組を、都市戦略

部ではレガシープランの策定や自転車競技の誘致活動などの取組を実施。その後、「ボ

ルダリングワールドカップ」の開催決定を受け、国際スポーツ大会の開催ノウハウの蓄

積と東京２０２０大会への継承を目的に、平成２８年１１月１日付で「国際スポーツ大会推

進室」を新たに設置しました。 

東京２０２０大会を２年後に控え、組織委員会や自治体間など対外的な調整や連携

がより必要になるとともに、事前キャンプの誘致やホストタウンの登録、レガシーの創出

に向けた取組をさらに推進していくため、平成３０年１０月１１日付で「オリンピック・パラ

リンピック推進室」として体制を整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組方針 

東京２０２０大会の成功を支え、感動を市民と共有するとともに、大会後に本市の財

産となるレガシー（未来への遺産）を見据えて、市民生活の向上や地域の活性化につな

がる取組を着実に推進していくため、平成２８年７月、大会に向けた基本的な考え方や

アクションを示す取組方針を策定し、全庁的な取組を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※本冊子では、各取組がレガシープランのどのアクションに該当するものか示しています。 

平成２５年～ 平成２８年１１月～ 平成３０年１０月～ 

国際スポーツ大会推進室 オリンピック・パラリンピック推進室 

都市戦略部 

生涯学習スポーツ部 

≪創始期≫ 
◆八王子レガシープランの策定 

◆自転車競技誘致活動 

◆機運醸成の取組など 

≪準備期≫ 
◆事前キャンプ誘致活動 

◆国際スポーツ大会準備など 

≪稼働期≫ 
◆東京２０２０大会開催支援 

◆事前キャンプ誘致活動・受入準備 

◆ホストタウン登録・交流 

◆レガシー創出に向けた取組など 

 Ⅱ 

東京２０２０大会 

（レガシープラン） 
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（3） レガシープラン推進会議 

八王子レガシープランに基づき、幅広い分野の施策を総合的に推進し、八王子レガ

シープランに掲げたビジョン及びアクションを実現するため、関連部長からなるレガシ

ープラン推進会議を設置し、全庁的な体制のもと取組の着実な推進を図りました。 

     ※設置要綱は５２～5３ページ参照 

 

（4） 他団体との連携 

① 八王子市東京２０２０大会連絡会 

警察や消防等の団体と連携し、本市で行われる聖火リレーや自転車競技（ロード）

等が安全・安心に実施できるよう、市の取組や交通規制、警備計画等の東京２０２０大

会に関する情報を共有しました。 

構成 

団体 

八王子警察署/高尾警察署/南大沢警察署/八王子消防署/相武国道事務所/ 

南多摩西部建設事務所/八王子市町会自治会連合会/八王子商工会議所/ 

八王子観光コンベンション協会 

 

② テロ対策 

  八王子警察署、高尾警察署が実施した対策訓練に本市も参加し、東京２０２０大会

や聖火リレーの開催に伴うテロ行為等に備えました。 

 

【サイバー攻撃対策訓練】 

      日時：令和２年１０月２６日（月） 

      会場：富士森公園 

      内容：偽Wi-Fiなどによるサイバー攻撃 

対策、不審者発見時の対応訓練など 

    

 

【不審物件対処訓練】 

日時：令和３年３月２９日（月） 

会場：陵南いちょう会館敷地 

内容：警察犬による爆弾等の捜査、爆弾処理、不審者発見時の対応訓練など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八王子警察署より、東京２０２０ 

大会の警備に関する本市の協

力に対して感謝の意が表され、感謝状が贈呈

されました。 

【感謝状贈呈式】 

日時：令和３年９月８日（水）１５時００分～ 

場所：市長公室 ▲八王子警察署長から 

石森市長へ感謝状を贈呈 
▲贈呈式終了時に記念撮影 

▲訓練に先立ち、高尾警察署長より挨拶 ▲警察犬による不審者対応訓練 

▲訓練の様子 

警察からの 

感謝状 
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（5） ボランティア 

東京２０２０大会を支援するため、本市においてもボランティアを募集し、多くの市民

の方がボランティアとして大会を支えました。 

 

① 都市ボランティア（シティキャスト） 

空港、都内主要駅、観光地、競技会場の最寄り駅周辺などで活動するボランティ

ア。東京都による公募とは別に本市で募集を行い、希望する方を都へ推薦しました。 

参加者：８５名（男性：女性＝２７：５８） 

年代 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 

人数 7 1 5 11 21 22 18 

 

② 自転車競技（ロード） コースサポーター 

自転車競技（ロード）のコース沿道で資機材の運搬や歩行者・観戦者誘導等を行

うボランティア。 

参加者：１４５名（男性：女性＝74：71） 

年代 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 

人数 8 5 5 23 51 30 21 2 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 東京都聖火リレーサポーター（区市町村ボランティア） 

コース沿道や特殊区間である高尾山山頂、セレブレーション会場で資機材の設置

や歩行者誘導等を行うボランティア。本市では八王子市町会自治会連合会の協力を

得て沿道町会を中心に参加者を募るとともに、ＮＰＯ法人八王子スポーツ協会や八

王子・高尾交通安全協会等へ協力を依頼しました。 

※公道での走行中止及び関係者のみの点火セレモニーの開催により、当日ボランティアの活動はなし。 

      依頼人数：８９７名 

協力 

団体 

浅川地区連合会/横山北地区連合会/西部第二地区連合会/西部第三地区連合会/ 

中部地区連合会/東南部地区連合会/南部地区連合会/ 

ＮＰＯ法人八王子スポーツ協会/八王子市スポーツ推進委員協議会/ 

八王子交通安全協会/高尾交通安全協会/一般社団法人八王子青年会議所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲活動説明会の様子 ▲活動の様子 

3 「支える」スポーツの創出 

 聖火リレーサポーターのユニフォームは

募集した各自治体が用意しました。 

本市では、聖火リレーの公式Ｔシャツに加え、暑

さ対策としてオリジナルの帽子を作製し、ユニフォ

ームとしてボランティアの皆さんに配付しました。 

▲配付したユニフォーム 

ユニフォーム 
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（6） 競技等の誘致活動など 

① 自転車競技（ＭＴＢ及びＢＭＸ） 

１９６４年の東京オリンピックにおいて、本市が自転車ロードレースとトラック競技

の会場であったことを踏まえ、市西部に位置する秋川街道と圏央道に挟まれた緑

地を候補地として、自転車競技（ＭＴＢ及びＢＭＸ）会場を本市に誘致する活動を

行いました。 

       【活動】 

平成２６年１２月２４日（水） 組織委員会及び都知事へ自転車競技会場（ＭＴＢ及びＢＭＸ）誘致の要望書を提出 

平成２７年２月１８日（水） 組織委員会及び都知事へ自転車競技会場誘致の更なる要望書を提出 

平成２７年２月２７日（金） （公財）日本自転車競技連盟の橋本聖子会長に自転車競技会場誘致の要望書を提出 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自転車競技（ロード） 

平成２９年６月２６日(月)、東京都

及び組織委員会に対し、八王子市、

立川市、府中市、日野市、国立市、

相模原市の６市合同で「東京２０２０

オリンピック・パラリンピック競技大

会における自転車競技（ロード・レー

ス）コースの誘致に関する要望書」

を提出しました。 

自転車競技（ロード）のコースは、皇居をスタート・ゴールとすることで既にＩＯＣ

理事会で承認されていましたが、要望を受け、平成３０年８月９日（木）、武蔵野の

森公園をスタートし、本市含む１５自治体を経由、富士スピードウェイをゴールとす

るコースに決定しました。 

        ※①及び②の各要望書は５４～５６ページ参照 

 

③ オリンピック聖火リレー 

オリンピック聖火リレーの走行ルート等は、各自治体の希望を踏まえ、組織委員

会が決定しました。ルートの選定にあたり、本市では、陵南いちょう会館前のオリン

ピック記念碑をスタート地点とし、甲州街道、千人同心屋敷跡記念碑、信松院とい

った本市の歴史、文化的な場所を経由し、市制１００周年の際、都市緑化フェアの

会場となった富士森公園をゴールとするコースで調整しました。 

また、地域の歴史的・文化的な魅力を発信できる「特殊区間」や聖火の到着を祝

う「セレブレーション」についても実施を希望し、複数回に渡る実地調査や関係団

体との調整により、特殊区間は「高尾山山頂」で、セレブレーションは「富士森公園」

での実施が決定しました。 

▲布村副事務総長へ市長から要望書を提出 （Ｈ26.12.24） ▲橋本会長へ市長から要望書を提出（Ｈ27.2.27） 

▲６市の市長から要望書を提出 
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２ レガシー創出に向けたイベント等の取組 

東京２０２０大会のレガシー創出に向け、本市でも様々な取組を実施しました。なお、令

和元年及び令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により当初計画し

ていたスケートボード教室やバレーボール交流会など、事業の一部中止しました。 

 

（1） 機運醸成・スポーツ振興イベント等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程 会場 種目 参加者数 

平成２８年６月５・１２・２６日（日） 富士森体育館 バスケットボール ２８名 

平成２８年９月４日（日） エスフォルタアリーナ八王子 体操 ３９名 

平成２８年１０月３０日、11月２０日（日） 
富士森体育館 

バドミントン １１７名 

平成２８年１２月３・１０・１７日（土） バスケットボール ６２名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

レガシープラン 

アクション 

1・２・７
ジュニア育成事業 各種スポーツ教室 

◆平成２８年８月６日（日） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック 

競技大会の開催に合わせ、オリンピアンが 

走り方のフォームや脚の回転など、速く走る 

ための動作を指導する教室を実施しました。 

◆参加者：６６名 

 

オリンピアンが伝える！ 

走り方教室 

◆子どもの競技力の向上、次代アスリートの育成を図るため、市内の小中学生を対象とした

スポーツ教室を実施。オリンピアンやプロバスケットボールチームの選手などが直接指導

し、トップレベルの技術を「観る」機会を創出しました。 

 １９６４年の自転車競技八 

王子開催を記念して設置

した記念碑の下に、各種事業に関わっ

た６８団体と７,８４９名の名簿が埋蔵さ

れていました。大会５０周年を記念して、

埋蔵されたタイムカプセルを開封しまし

た。 

日程：平成２６年１０月１３日（月・祝） 

場所：陵南いちょう会館敷地内 

 

１９６４年 

東京大会の 

記念碑 
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日程 会場 種目 参加者数 

平成２９年６月４・１１日・７月２日（日） 富士森体育館 バスケットボール ４３名 

平成２９年７月３０日（日） エスフォルタアリーナ八王子 
コアトレーニング・

走り方 
８９名 

平成２９年１０月２９日、11月１９日（日） 
富士森体育館 

バドミントン １３３名 

平成２９年１２月２・９・１６日（土） バスケットボール ６８名 

東京２０２０オリンピック・ 

パラリンピックフラッグツアー 

レガシープラン 

アクション 

1

◆①平成２９年１月９日（月・祝） 

②平成２９年１月１０日（火）～１３日（金） 

◆①オリンパスホール八王子 

②八王子市役所 1階市民ロビー 

◆①成人式でフラッグ歓迎セレモニーを実施。 

本市にゆかりのあるオリンピアンでフラッ 

グツアーアンバサダーの田中雅美さんか 

ら石森市長へフラッグの受け渡し。 

  ②本庁舎でフラッグ掲示及びパネル展示 

 

レガシープラン 

アクション 

1・２・４・６
あったかホール祭り 出展 

◆平成２９年１１月５日（日） 

◆八王子市北野余熱利用センター  

あったかホール 

◆競技用車いす乗車体験・ボッチャ体験のほ

か、パラスポーツに関するパネルを展示し

ました。 

◆参加者：４０７名 

ジュニア育成事業 各種スポーツ教室 

市内の小中学生を対象に、各種スポーツ教室を実施しました。 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

市制１００周年記念事業 

オリンピアンによる水泳教室 

◆平成２９年８月２３日（水） 

◆中央大学 多摩キャンパス 

◆中央大学を卒業し、シドニーオリンピックで銅メダルを獲 

得した田中雅美さんが水泳のフォームや呼吸法などを直 

接指導する水泳教室。指導終了後には、現役時代の練習 

法やオリンピック出場時の貴重なお話をしていただきまし 

た。 

◆参加者：４４名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７
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日程 会場 種目 参加者数 

平成３０年６月３・１０日・７月１日（日） 富士森体育館 バスケットボール ２５名 

平成３０年８月４日（土） エスフォルタアリーナ八王子 
コアトレーニング・

走り方 
７２名 

平成３０年１０月２８日、11月１８日（日） 
富士森体育館 

バドミントン １０１名 

平成３０年１２月１・８・１５日（土） バスケットボール １４２名 

◆①平成３０年１月１７日（水）～１９日（金） 

②平成３０年１月２０日（土） 

◆セレオ八王子北館９階イベントスペース 

◆①パラリンピック関連パネル展示 

②競技用車いす乗車体験、パラアスリート・ 

よしもと芸人によるトークショー、ボッチャ体 

験などを実施しました。 

◆参加者：２１６名 

パラリンピック 

スポーツ普及啓発イベント 

レガシープラン 

アクション 

1・２・４・６

レガシープラン 

アクション 

1・3

パネル展 

「オリンピックと八王子」 

◆平成３０年８月１日（水）～９月７日（金） 

◆八王子市役所 １階市民ロビー 

◆１９６４年大会の聖火リレートーチや自転車

のほか、１９６４年大会開催時の市内の様

子、聖火リレーのコースに関するパネルを

展示しました。 

◆平成３０年８月４日（土） 

◆エスフォルタアリーナ八王子  

◆車いすバスケットボールのドキュメンタリー上映会、海外のパラスポーツアスリートと日本人

パラリンピアンなどによるトークセッションのほか、車いすバスケットボールの体験や参加者

同士のミニゲームを実施しました。 

◆参加者：２８０名 

レガシープラン 

アクション 

1・2・4・6

ジュニア育成事業 各種スポーツ教室 

市内の小中学生を対象に、各種スポーツ教室を実施しました。 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

知ろう！楽しもう！パラスポーツのミリョク 
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◆平成３０年１１月４日（土） 

◆八王子市北野余熱利用センター あったかホール 

◆陸上競技用車いす（レーサー）乗車体験及びアスリートの

スピードに挑戦するタイムトライアルを実施。また、カヌー・

スケート・パラ陸上をバーチャルで体験できる「シンクロア

スリート※」を東京工業高等専門学校の協力により会場内

に設置しました。 

◆体験者：１０３名 

レガシープラン 

アクション 

1・2・4・6

※椅子に座り、メガネをかけると、360度カメラで撮影された映像を観ながら、競技の

振動や動きを疑似体験できる。国立東京工業高等専門学校にて製作され、『第７回も

のづくり日本大賞「ものづくりの将来を担う高度な技術・技能」分野「青少年部門（大

学・高等専門学校・専門学校クラス）」』で内閣総理大臣賞を受賞した。 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

◆平成３０年９月１６日（日） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆本市出身で北京・リオデジャネイロオリンピック銅メダリ

ストの中村美里さんが直接指導する柔道教室。 

  中村さんが得意とする技や、リオ大会で獲得したメダル

が披露されました。 

◆参加者：４６名 

 

オリンピアンによる柔道教室 

レガシープラン 

アクション 

1・2・７

◆平成３１年１月２６日（土） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆オリンピアンや世界陸上日本代表選手が講師を務め、腿あげ、歩幅、脚の回転など、速く走る

ための動作をわかりやすく指導。教室終業後には講師によるサイン会を実施し、トップアスリ

ートと交流する機会を創出しました。 

◆参加者：６９名 

走り方教室 

東京２０２０大会の機運醸成を目

的に、大会エンブレム入りの本市

オリジナルポロシャツを制作。 

夏季軽装期間中、多くの職員が

購入し、着用しました。 

製作枚数：1,575枚 

市職員用 

ポロシャツの制作 

レガシープラン 

アクション 

1
あったかホール祭り 出展 
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◆平成３1年３月２１日（木・祝） 

◆戸吹スポーツ公園 スケートパーク 

◆東京２０２０大会の５００日前イベントとして、オリンピック新種目となったスケートボードの教室

を開催。プロスケーターの奥野健也さん、伊藤慎一さんによるスケートボード指導、フリースケ

ートなどを実施しました。 

◆参加者：２００名 

◆講師の協力を得て、本教室において戸吹スポーツ公園 

「プラネットパーク」を紹介する動画も制作。 

 ※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

レガシープラン 

アクション 

1・2・７

レガシープラン 

アクション 

1・2・6・7

◆平成３１年２月２３日（土） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆３大会ぶりにオリンピック正式種目として決定した野球。近鉄バファローズや東北楽天ゴールデン

イーグルスなどで活躍した元プロ野球選手の大島公一さんが直接指導したほか、ヤクルトスワロ

ーズなどで投手として活躍した阿井英二郎さんを講師とする保護者向けのセミナーも同時に開催

しました。 

◆参加者：１３０名 

元プロ野球選手による野球教室 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

◆平成３１年３月９日（土） 

◆富士森体育館 

◆国内外で活躍するＮＴＴ東日本のバドミントン部の選手が直接指導する教室。オリンピックなど

の国際大会を身近に感じられるよう、トップアスリートによる技術の披露や参加者と選手による

交流試合などを実施しました。 

◆参加者：９６名 

 

バドミントン教室 

プロスケーターによるスケートボード教室 
～東京２０２０開催まで５００日～ 
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日程 会場 種目 参加者数 

令和元年５月１９日（日） 
富士森体育館 

バドミントン ３８名 

令和元年６月２・9・３０日（日） バスケットボール ８２名 

令和元年８月１日（木） エスフォルタアリーナ八王子 
コアトレーニング・ 

走り方 
５６名 

令和元年１１月３０日・１２月７・１４日（土） 富士森体育館 サッカー ４８名 

レガシープラン 

アクション 

1・2・6・7

◆公開日：平成３１年４月９日（金） 

◆内容：東京都が、東京２０２０大会の機運醸成

と都民の健康増進を目的として取組んだ「みん

なでラジオ体操プロジェクト」に本市も参画し、

市内の幼稚園や小学校の児童、町会の方々の

ほか、多くの団体・市民の参加を得て、ラジオ体

操動画を制作。東京都の動画サイトで公開され

ました。 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

◆平成３１年４月２８日（日） 

◆南大沢中郷公園 

◆１９６４年の東京オリンピックで使用した自転車

等の展示や、自転車競技（ロード）に関する周

知活動を実施したほか、「シンクロアスリート」

による競技の疑似体験を実施しました。 

◆体験者：４３５名 

 

レガシープラン 

アクション 

1・２・４
チャレンジ防災 出展 

レガシープラン 

アクション 

1

◆令和元年５月１９日（日） 

◆都立小山内裏公園 

◆町田市との連携により、自転車競技（ロ 

ード）のテストイベント「READY  

STEADY TOKYO」のコース等につ 

いて周知しました。 

広報特集号 
レガシープラン 

アクション 

1・３

東京２０２０大会特集号を広報はちおうじに合

わせて発行し、自転車競技（ロード）に関する情

報や、事前キャンプ情報などを含む東京２０２０

大会に関する情報を広く周知しました。 

◆令和元年７月１日号 

※５７ページ参照 

ジュニア育成事業 各種スポーツ教室 

市内の小中学生を対象に、各種スポーツ教室を実施しました。 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

南大沢フラワーフェスティバル 出展 

みんなでラジオ体操プロジェクト 
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都内の自転車競技（ロード）通過自治体８

市※が合同で、競技の魅力や各市のコース

の特徴、市の特色等を PRすることを目的

とした動画を制作し、YouTube 等で広く

公開しました。 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調布市、三鷹市、府中市、小金井市、 

稲城市、多摩市、八王子市、町田市 

 

レガシープラン 

アクション 

1

◆令和元年８月５日（月） 

◆クライミングジム バーチ 

（散田町３-１７-１１ NSビル B1F） 

◆本市が事前キャンプを受入れる「USA 

CLIMBING」の選手等が直接指導する市

内の小中学生を対象としたボルダリング教

室。教室終了時にはチームウェアが参加者に

プレゼントされました。 

◆参加者：３０名 

レガシープラン 

アクション 

1・2・３・6

◆令和元年１０月２６日（土） 

◆三井アウトレットパーク 多摩南大沢 

◆本市出身でシドニー・アテネ・北京オリン

ピックに出場した飯島誠さんによるトー

クショー及び自転車展示、自転車競技

体験、競技用車いす乗車体験などを実

施しました。 

◆参加者：９４６名 

 

レガシープラン 

アクション 

1・2・４

◆令和元年７月１０日（水）～１９日（金） 

◆八王子市役所 1階市民ロビー 

◆東京都との連携により、オリンピック・パラリンピッ

ク開催都市に引き渡されるエンブレムフラッグや

競技紹介パネル等を掲示し、機運醸成を図りまし

た。 

 

レガシープラン 

アクション 

1・２

東京オリンピック・パラリンピック競技大会 

PR 事業（フラッグ展示） 
自転車競技 PR 動画の制作 

アメリカ代表選手による 

ボルダリング教室 
東京２０２０大会機運醸成イベント 
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◆令和元年１２月２１日（土） 

◆生涯学習センター ５階ホール 

◆東京工業大学准教授伊藤亜紗さんによる基

調講演「目の見えない人は世界をどのように

見ているのか」及びパラリンピアンや市長、市

民によるトークセッションを実施しました。 

◆来場者：１０９名 

 

レガシープラン 

アクション 

1・4・6
市民フォーラム 

◆令和元年１１月１６日（土）、１７日（日） 

◆陵南公園 

◆自転車競技（ロード）や聖火リレー等、東京２０２

０大会と１９６４年東京オリンピックに関するパネ

ルを展示。事業周知チラシ等も来場者へ配布し

ました。 

レガシープラン 

アクション 

1・３
いちょう祭り 出展 

◆令和２年１月２５日（土）  

◆調布駅前広場・イオンシネマシアタス調布 

◆都内の自転車競技（ロード）通過自治体８市合同で 

自転車競技に関するイベントを開催しました。 

・自転車競技体験 

・８市 PRブース 

・アスリートトークショー 

・劇場版弱虫ペダル上映など 

◆延来場者数：2,２００名 

 

レガシープラン 

アクション 

1・2

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

◆令和元年１１月１７日（日） 

◆クライミングジム バーチ 

◆東京２０２０大会新種目のスポーツクライ

ミングの普及、啓発を目的とした体験会

を開催。初心者と経験者で内容を分け、

参加者が楽しめるよう指導しました。 

◆参加者：２８名 

ボルダリング体験会 

◆令和元年１月８日（水） 

◆恩方第一小学校 

◆恩方第一小学校の全児童に対し、同

校の卒業生で、パラ・パワーリフティン

グ７２ｋｇ級の日本記録保持者である

樋口健太郎選手による講演会とデモ

ンストレーションを実施しました。 

当日はこの他に競技体験や義足体

験も行い、パラアスリートとの交流機

会も創出しました。 

パラアスリートとの 

交流事業 

レガシープラン 

アクション 

1・２・4・6・７

多摩地区８市合同イベント 

「TAMA サイクルフェスティバル」 
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内容 実施方法 参加者数等 

バスケットボール教室 指導内容を動画にして配信 再生回数：３,２９５回（令和３年３月末時点） 

バドミントン教室 ライブ配信で参加者からの疑問に応答する 視聴者数：５名 

走り方教室 指導内容を動画にして配信 再生回数：６２３回（令和３年３月末時点） 

レガシープラン 

アクション 

1
聖火リレートーチ巡回展示 

◆令和２年１２月３日（木）、４日（金） 

◆八王子市役所 １階市民ロビー 

◆東京２０２０オリンピック・パラリンピック聖火リレ

ートーチを都内の自治体が順番に展示する東京

都の取組。本市においては、本庁舎１階市民ロビ

ーにトーチやパネル等を設置し、機運醸成を図り

ました。 

◆延来場者：約 1,０００名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・６・７
元プロ野球選手による野球教室 

◆令和２年２月１５日（土） 

◆富士森体育館 

◆大島公一さん、阿井英二郎さんを講師とす

る野球教室、保護者向けセミナーを開催し

ました。 

◆参加者：１０２名 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一部事業をライブ配信や動画配信などのオンライン 

形式に変更して実施しました。 

都内の自転車競技（ロード）通過自治体８市が

連携し、自転車競技（ロード）PR ポスターを制

作し、各市の公共施設のほか、電車広告として

も掲出しました。 

期間：令和２年７月１日（水）～３１日（金） 

レガシープラン 

アクション 

1

自転車競技（ロード） 

PR ポスター等の制作 
◆令和２年１１月２８日（土）・１２月５日（土） 

◆富士森体育館 

◆市内の小学４～６年生で、クラブチーム

等に所属する児童を対象に、技術の向

上を目的とした高いレベルの指導を行

いました。 

◆参加者：２６名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

オンラインによるスポーツ教室 
レガシープラン 

アクション 

1・２・７

ジュニア育成事業 

サッカー教室 

掲示路線 中央線 南武線 京王線

掲示部数 850部 430部 800部
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レガシープラン 

アクション 

1・３

◆令和２年１２月６日（日） 

◆陵南公園 

◆都立陵南公園が主催する親子向けのイベントへ出展し、東京２０

２０大会に関するパネル展示等を実施しました。 

 

東京２０２０大会パネル展示 
レガシープラン 

アクション 

1・３

◆令和３年７月７日（水）～９月５日（日） 

◆南口総合事務所 多目的スペース 

◆東京２０２０大会に関する本市の取組や本市ゆ

かりの選手情報などのパネルを展示しました。 

◆令和３年６月１９日（土）～７月１８日（日） 

◆東京２０２０オリンピック自転車競技（ロー

ド）都内コース沿道 

◆都内の自転車競技（ロード）通過自治体

８市が合同で実施するスタンプラリーイ

ベント。都内の自転車競技（ロード）のコ

ース付近にチェックポイントを設定し、完

走した方に東京２０２０大会グッズをプレ

ゼントしました。 

◆参加者：延６１６名 

レガシープラン 

アクション 

1・2

レガシープラン 

アクション 

1・３

東京２０２０大会特集号を広報はちおうじに合わせて発

行し、自転車競技（ロード）に関する情報や、本市ゆか

りの選手の紹介、事前キャンプ情報などの取組を広く

周知しました。 

◆令和３年７月１５日号 

※５8ページ参照 

元プロ野球選手による野球教室 

◆令和２年１２月１２日（土） 

◆ダイワハウススタジアム八王子 

◆西武ライオンズなどで活躍した元プロ野球選手の松沼博久さん、和田一浩さん、東京ヤクルト

スワローズで活躍した宮本慎也さんが直接指導する教室。参加者全員と講師との１球勝負や、

デモンストレーションなども実施し、スポーツに親しみ、楽しめる機会を創出しました。 

◆参加者：８３名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

陵南 Park SPＯRTS WEEK 出展 

東京８市 

Smile Road project 

広報特集号 
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八王子市、府中市、町田市、多摩市、稲城市が連

携し、競技情報やコース上の各市の見どころなどを

掲載した自転車競技（ロード）観戦情報誌を作成しま

した。 

概要版：令和３年６月３０日より配布 

速報版：令和３年７月１５日より配布 

 

レガシープラン 

アクション 

1・２

自転車競技（ロード）  

観戦情報誌 

レガシープラン 

アクション 

1・2・3・4・6
八王子２０２１フェスティバル 

◆令和３年７月３日（土） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆東京２０２０大会の競技体験とパラスポーツの普及啓発を目的とするイベント。パラ・パワーリフティ

ング、ボッチャ、陸上競技用車いすの乗車体験のほか、東京都が「NO LIMITS CHALLENGE」

の一環として、ボートと車いすバスケットボールの競技体験を実施。また、公式マスコットショーの

実施や大会公式スポンサーの協力により、オリンピック聖火リレートーチの展示など、東京２０２０大

会に関する複数コンテンツを実施しました。 

◆参加者：２５６名 

◆令和３年７月３日（土） 

◆エスフォルタアリーナ八王子 

◆オリンピック開催直前に、オリンピアンや元

Ｖリーガーと直接交流ができるバレーボー

ル教室を実施し、大会の機運醸成を図りま

した。 

◆参加者：４１名 

レガシープラン 

アクション 

1・２・７

▲概要版 ▲速報版 

バレーボール教室 
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（2） 文化プログラム 

東京２０２０大会は文化の祭典でもあることから、本市でも日本・八王子市の伝統 

文化・芸能の発信と次代への継承に繋がる取組を実施しました。 

 

① 伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル～ 

本市をはじめ、多摩地域の文化資源を活用して伝統文化・芸能の魅力を発信す

るイベント。多摩地域の市町村や芸術文化団体等と連携しながら、多彩なプログラ

ムを実施しました。 

なお、令和３年度は、組織委員会との共催により、「東京２０２０ＮＩＰＰＯＮフェステ

ィバル共催プログラム」として実施しました。 

主催 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、八王子市、 

公益財団法人八王子市学園都市文化ふれあい財団 

日程 令和３年５月２９日（土）・３０日（日） 

会場 八王子市芸術文化会館（いちょうホール） ほか  

出演 八王子芸妓衆、八王子車人形、説経節の会 ほか 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、オンライン動画配信に変更 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                             【過去の開催実績】 

 

 

 

 

 

 
                             ※ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、開催中止 

 

 

② バンブーランバイク・アートプロジェクト 

本市が自転車競技（ロード）のコースとな

っていることにちなみ、職人やアーティスト、

地域の方々などが協力してランバイクを制作

する「バンブーランバイク・アートプロジェク

ト」を東京造形大学との協働により実施しま

した。 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 
日程 会場 来場者数等 

令和３年７月３～１６日/７月２５日～８月７日/

８月２３日～９月５日 まち・なかギャラリーホール 

（まちなか休憩所八王子宿２階） 

２７８名 

令和３年２月１５～２８日 1,０５９名 

令和３年９月３日公開 Facebook（動画配信） 約５万回再生 

 

日程 来館者数 

平成２８年１１月２６日（土）・２７日（日） ２９,６０７名 

平成２９年９月９日（土）・１０日（日） 35,１８１名 

平成３０年９月２２日（土）・２３日（日） 35,３０２名 

令和元年５月２５日（土）・２６日（日） 36,６０２名 

５ 文化芸術の魅力の発信 

６ オリンピック・パラリンピック教育の推進 

７ 次世代のスポーツ・文化技術活動の振興 

▲八王子車人形 ▲八王子芸妓衆 ▲SHIKISAI 

▲秋川歌舞伎 

▲展示の様子 
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（3） シティドレッシング等 

東京２０２０大会専用の装飾を施す「シティドレッシング」を八王子駅北口・南口にお

いて実施したほか、自転車競技（ロード）、オリンピック聖火リレーの開催を周知する横

断幕を掲示しました。 

 

    ≪シティドレッシング≫ 

     設置期間：令和３年６月２４日（木）～９月５日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪横断幕掲示≫ 

種類 自転車競技（ロード） オリンピック聖火リレー 

設置 

場所 

八王子駅北口・南口/京王堀之内駅周辺/ 

南大沢駅周辺/北野駅周辺/コース沿道 

第七小学校/第三小学校/八王子駅南口/ 

横山事務所/ 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲八王子駅北口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲八王子駅南口 

 

 

 

 

1  「観る」スポーツの創出 

１0 アクセシビリティの強化 

▲八王子駅北口の様子 ▲八王子駅南口の様子 

東京２０２０大会を盛り上げ 

るため、市民の皆様がオリン

ピック聖火リレーのセレブレーション会場で

ある富士森公園内に花壇を造りました。 

花壇は金メダルをイメージした「輝き」を

テーマに造られ、３０種類以上の花が植え

られました。 

制作延人数：２３０名 
▲花壇の状態を良くするメンテナンス ▲金メダルがたくさん 

２０２０はちぴあ 

ガーデン 
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（4） 市内における東京都等の取組 

南大沢駅周辺において、東京都のパブリックビューイングに合わせ、大会を盛り上げ

る専用の装飾が施されたほか、高尾山山頂では、オリンピック・パラリンピックのシンボ

ルであるファイブリングス・スリーアギトスの大規模展示物が設置されました。 
     ※都立大でのパブリックビューイング及び周辺で予定していた催しはすべて中止 

 

【南大沢駅周辺の様子（東京都実施）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オリンピック・パラリンピックシンボル（東京都実施）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、東京都商店街振興組合連合会などが実施する取組として、八王子市商店会連

合会が、市内の各商店街の街路灯にフラッグを掲出しました。 

 

【街路灯フラッグ（八王子市商店会連合会実施）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲都立大へ向かう階段 ▲南大沢歩道橋の様子 

▲オリンピックシンボル ▲パラリンピックシンボル 

▲ユーロードの様子 ▲甲州街道の様子 
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３ 自転車競技（ロード）の運営支援 

（1） 本大会 

天候に恵まれ両日ともに３０度を超える気温の中、松が谷トンネルを抜け本市に入っ 

てきた選手達は多摩ニュータウン通りを颯爽と走行し、小山内裏トンネルから町田市へ

と走り抜けました。コース沿道においては約１２０名のコースサポーターが協力しながら

資機材の運搬・設置を行うなど、安全な競技運営をサポートしました。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、沿道での観戦自粛が呼びか

けられるとともに、オンラインでの観戦が推奨されました。 

 

   【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「観る」スポーツの創出 

２ 「する」スポーツの創出 

３ 「支える」スポーツの創出 

▲南大沢警察署前 

▲東京スバル南大沢店前 ▲小山内裏トンネル付近 

▲コースサポーターの活動 ▲活動開始前に点呼・体調確認 
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（2） 支援の内容 

① 運営面 

      【４都県合同連絡会】 

自転車競技（ロード）のコースとなっている４都県（東京都、神奈川県、山梨県、静

岡県）の自治体等からなる連絡会に本市も委員として参加し、競技の円滑な実施に

向けて、組織委員会、警察等と情報共有や意見交換を行いました。 

 

      【８市合同連絡会】 

コースの一部となっている都内の８市で連

絡会を設置し、競技の課題解決に向けた方

針や意見等を４都県合同連絡会などで発信

したほか、機運醸成のイベントや競技周知の

取組を合同で実施しました。 

         ※取組の内容は１４～１８ページ参照 

 

② 医療協力 

東京医科大学八王子医療センター協力のもと、本大会及びテストイベントにおいて、

本市独自でコース沿道に医療スタッフを配置し、安全な競技運営をサポートしました。 

   

③ 周知協力 

競技開催日時や見どころ等を周知するチラシ・ポスターを作成し、各施設やコース

沿道店舗、イベント等で配布・掲示し、周知活動を行いました。また、競技や交通規制

の影響が大きいコース沿道の店舗に個別訪問し、競技の概要や交通規制の詳細等を

説明しました。 

 

④ コースサポーター 

沿道で活動するボランティア（コースサポーター）を募集したほか、競技当日、本市 

職員がボランティアリーダーとして、活動内容の伝達や出欠確認、健康管理を行い、 

競技運営の円滑化を図るとともに、コースサポーターが安全・安心して活動できるよう

努めました。 

※６ページ参照 

 

⑤ 東京２０２０テストイベント「READY STEADY TOKYO-自転車競技（ロード）」 

課題の抽出やリスク精査、大会運営能 

力の向上を目的に、各競技でテストイベン 

ト（READY STEADY TOKYO）が実施 

されました。 

自転車競技（ロード）についても、本大 

会と同時期に開催され、本市では本大会 

同様の支援を行いました。 

 

【実施日】令和元年７月２１日（日）  

 

 

 

新型コロナウイルス 

感染症の影響を鑑み、組織委員会の

決定に先立ち、令和３年６月２２日

（火）、８市連名でコース沿道での感染

症対策及び競技中継に関する要望書

を組織員会へ提出しました。 

※５９、６０ページ参照 

 

▲テストイベントの様子 

感染症対策の

要望書 
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（3） 市民等による取組 

① コース沿道のクリーン活動 

テストイベントの実施に合わせ、令和元年６月２ 

９日（土）、南大沢地区の小中学校の児童、生徒 

のほか、教員、地域の方々から成る青少年対策 

南大沢地区の方々約２１０名によって、コース沿 

道のクリーン活動が行われました。 

テストイベント当日は、地域の小中学生を含む 

クリーン活動に参加した方々が沿道で選手達を 

応援する様子も見られました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

② 周知協力 

南大沢駅周辺の事業者と地域住民が組織する「元気な街 南大沢協力の会」が自

発的に看板や貼り紙などを作成、掲示し、周辺住民だけでなく、各店舗利用者に対し

ても交通規制などの大会情報を周知しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         大会当日活動したコースサポーターに対し、本市では感謝状と自転車競技の 

ピクトグラムを印刷したポロシャツを記念品として贈呈しました。また、組織委員会

の自転車競技（ロード）スポーツマネージャーである野仲賢勝さん、片山右京さんからはサンクス

レターが贈られました。 

▲クリーン活動の様子 ▲沿道で観戦する青少対の皆さんと石森市長 

▲サンクスレター 

 

▲本市からの記念ポロシャツ 

 

コースサポーター 

への感謝状 
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4 オリンピック聖火リレーの運営支援 

（1） 点火セレモニー 

       新型コロナウイルス感染症の影響により、公道での走行や特殊区間での実施が中止

となり、代替措置として、ランナーがセレブレーション会場の富士森公園に集い、トーチ

キスで聖火を繋ぐ「点火セレモニー」が実施されました。また、感染拡大防止の観点から、

参加者はランナーやその家族などの関係者に限定され、当初予定されていた公式スポ

ンサーによる催しなども中止となりました。 

当日は、日野市、多摩市、昭島市、本市の順に点火セレモニーが実施され、本市のセ

レモニーにはグループランナーを含む計４１名のランナーが参加し、トーチキスと写真撮

影を行いました。ランナーが繋いだ聖火は、最終走者である本市出身のオリンピアンで

ある中村美里さんにより、聖火皿へ灯されました。 

 

   【当日の様子】 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「観る」スポーツの創出 

３ 「支える」スポーツの創出 

▲最終ランナーの中村美里さん ▲聖火皿へ点火 

▲聖火ランナーの皆さん ▲プレゼンティングパートナーによるブース出展 

▲トーチキスで聖火を繋ぐ ▲集合写真 
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（2） 支援の内容 

① 運営面 

都や警視庁等との打合せを複数回開催し、地元自治体としての意見や要望を積極

的に発信。また、八王子警察・高尾警察等との情報共有を密にし、様々な視点から安

全・安心な運営ができるよう支援しました。 

 

② 会場提供・設営等 

組織委員会等のスタッフが円滑に運営できるよう、スタート地の陵南いちょう会館や

ゴール地の富士森公園を含め、付近の施設を確保し、組織委員会へ提供。また、セレ

ブレーション会場内のテントや椅子等の備品を用意し、会場の確保とともに設営につ

いても本市が担いました。 

 

③ 周知協力 

交通規制チラシを作成し、広報はちおうじととも          

に市内全世帯へ配布。また、はちバスや八王子駅

北口地下通路、主要駅の広報ラックなどにもポス

ターを掲示し、交通規制情報や聖火リレーの開催

を周知しました。 

 

 

④ 聖火リレーサポーターの募集 

コース沿道や特殊区間、セレブレーション会場で活動するボランティアを募集しまし

た。 

        ※６ページ参照 

 

⑤ リハーサル 

運営ノウハウの向上や交通規制の影響調査等を目的に、聖火リレーの隊列やダミ 

ーランナーがルートの一部を走行する、オリンピック聖火リレーリハーサルが本市で

行われました。実施にあたり、会場の確保や交通規制周知などの協力を行ったほか、

交通規制の影響を受ける道路の渋滞状況を調査し、本番に向け、警察・消防と共有

しました。 

【実施日】令和２年２月１５日（土） 

【リハーサルの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖火リレーの 

コース上は多くの路線バスが走行

する道であり、バス利用者へも大

きな影響があることから、市内の

バス会社と連携し、本市独自の取

組として、交通規制チラシに路線

情報を掲載しました。 

 

▲隊列の順番やスピードの確認 ▲トーチキスの場所や手順の確認 

交通規制 

チラシ 
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（3） 聖火ランナー 

オリンピック聖火リレーのランナーは各都道府県実行委員会とプレゼンティングパー

トナーがそれぞれ募集し、組織委員会が決定します。選考にあたり、東京都実行委員

会が募集したランナーについては、本市への意見照会を経て、決定されました。 

      ※ランナー一覧は６１ページ参照 

 

（4） サポートランナー 

聖火ランナーへの応募機会のなかった小学生が聖火リレーに参画する絶好の機会

であることから、コース沿道の第七小学校及び中村美里さんの母校である東浅川小学

校の児童計２０名にサポートランナーとして参加いただきました。 

なお、聖火リレーの公道走行中止及び点火セレモニーへの内容変更により、ランナー

と並走することはありませんでしたが、関係者としてセレモニーに参加し、中村美里さん

と写真撮影を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当初の予定（参考）】 

日程 
令和３年７月１０日（土） 

出発予定時間：１８時２０分頃 / 到着予定時間：１９時３９分頃 

ルート 

１９６４年東京オリンピック自転車競技記念碑（陵南いちょう会館） ⇒ 甲州街道 ⇒ 追分

交差点 ⇒ 本郷横丁交差点（右折） ⇒ 信松院前交差点（左折：南大通り） ⇒ 八王子駅

南口交差点（右折） ⇒ 子安町三丁目交差点（右折：子安公園通り） ⇒ 富士森公園通り 

⇒ 富士森公園東側駐車場 

特殊区間 
出発地：高尾山一号路見晴台入口 １７時００分頃出発 

到着地：高尾山大見晴園地 

総距離 約６.１７ｋｍ 

ランナー ４4 名（グループランナー、特殊区間のランナーを含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖火リレーを盛り上げるため、最終聖

火ランナーの伴走をする地域から選出

された走者のこと。 

▲中村美里さんと一緒に記念撮影 

サポート 

ランナー 

 

道路整備 

        オリンピック聖火リレー

のコース発表後、ルートとなっている

子安公園通りのガードレールを整備

し、観覧者の安全を確保しました。 

▲整備したガードレール 

▲当初予定されていた市内のルート 
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５ コミュニティライブサイト・パブリックビューイング 

大型スクリーンによる競技中継を通じて競技観戦を楽しみ、大会の感動と興奮を共有

できる場を提供することにより、スポーツへの関心を高め、大会後のスポーツの振興につ

なげていくため、本市においても「コミュニティライブサイト・パブリックビューイング」の実

施を計画。実施に向け、運営マニュアルや進行台本の制作等の準備を進めていた中、

IOC・IPC・組織委員会・国・東京都の５者協議において、新型コロナウイルス感染症対策

として、ライブサイトやパブリックビューイングを中止又は規模縮小とする合意がなされま

した。 

これを踏まえ、感染症の拡大防止を第一に考え、本市でもコミュニティライブサイト・パ

ブリックビューイングの中止を決定しました。 

 

【中止までの経緯】 

日付（令和 3 年） 内容 

６月１９日（土） 東京都が実施を予定していたすべてのライブサイト・パブリックビューイングの中止を決定 

６月２１日（月） 
IOC、IPC、組織委員会、東京都、国の５者協議により、すべてのコミュニティライブサイト・パブ

リックビューイングを中止又は規模縮小とすることで合意 

６月２２日（火） 本市で開催を予定していたコミュニティライブサイト・パブリックビューイングの中止を決定 

 

【当初計画】 

日程（令和 3 年） 会場 放映競技 

７月２４日（土） 

エスフォルタアリーナ八王子 

サブアリーナ 

自転車競技（ロード）男子 

７月２５日（日） 
自転車競技（ロード）女子 

女子バレーボール 

７月２６日（月） 競泳、卓球、体操等 

７月２７日（火） 
柔道女子６３kg 級 

女子バレーボール 

８月３日（火） 

ディーボルダリング八王子 

スポーツクライミング男子（予選） 

８月４日（水） スポーツクライミング女子（予選） 

８月２８日（土） 八王子駅南口総合事務所 パラ・パワーリフティング等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型モニターによる競技中継だけ

でなく、専用の装飾を施し、競技体 

験やアスリートによるトークショーなどを行うのが「コ

ミュニティライブサイト」。 

 本市では自転車競技やスポーツクライミング、車い

すバスケットボール、ボッチャの競技体験を計画。ま

た、実業団チームによる自転車競技（ロード）の競技

解説も予定していました。 

１ 「観る」スポーツの創出 

▲▼リオ２０１６大会時のパブリックビューイングの様子 

コミュニティ 

ライブサイト 

について 
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６ 東京２０２０パラリンピック聖火「八王子の火」の採火 

市内の特別支援学校等が、共生社会に向けた想いやパラリンピックへの想いを込めて

作製した折り鶴やメッセージカード等に、それぞれの手法で熾（おこ）した火を種火として

着火し「八王子の火」を採火しました。 

採火した「八王子の火」は、イギリスのストーク・マンデビルや全国各地で採火された炎

とひとつになり「東京２０２０パラリンピック聖火」として開会式で聖火台に点火されました。 

なお、当日は新型コロナウイルス感染症対策として関係者のみで実施し、記録映像とし

て制作した動画を市のホームページで公開しました。 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

   【採火式】 

日時 令和３年８月２０日（金） ８時４５分～９時２５分 

会場 富士森公園 （オリンピック聖火リレーセレブレーション実施会場） 

 

参加団体 実施内容 

都立八王子西特別支援学校 児童がシールを貼付け、公式マスコット「ソメイティ」を作製 

都立八王子盲学校 
パラリンピックに出場する先生（黒田智成選手）へのメッセージやスポーツへの

想いを込めた手紙を作製 

八王子市心身障害者福祉センター ７つの施設で協力し、パラリンピックのシンボルカラーを模した輪飾りを作製 

八王子障害者団体連絡協議会 折り紙、メッセージカードの作製 

都立八王子東特別支援学校 ドローンを使用し、凹面鏡（おうめんきょう）に 太陽光を集めて採火 

八王子市障害者療育センター 利用者とスタッフで作製した創作物に点火し、採火 

都立南大沢学園 全生徒を代表して生徒会役員５名が火おこし器を使って採火 

 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【パラリンピック聖火イメージ】 

 

 

 

 

 

4 障害のある人もない人も 

スポーツに親しめる環境の創出 

▲各団体が作製物を披露 

▲作製物を点火皿へ ▲各団体が熾した火を種火として着火 ▲「八王子の火」の完成 

▲それぞれの手法で種火を採火 ▲作製物・種火が一つの火に 
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７ 本市ゆかりの選手の応援 

    本市ゆかりの選手をホームページや広報で紹介したほか、横断幕・懸垂幕の掲示やオン

ラインでの応援の取組を実施しました。 

（1） 本市ゆかりの選手 

  【オリンピック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田代 未来 選手 

種目：水泳・競泳女子４×２００m リレー 

市との関わり：本市在学（中央大学） 

生年月日：２００２年８月２５日 

池本 凪沙 選手 

種目：空手・女子組手５５kg 級 

市との関わり：本市在住 

生年月日：１９９６年９月３日 

成績：５位入賞 

宮原 美穂 選手 

種目：フェンシング・女子フルーレ個人/団体 

市との関わり：本市在学（中央大学） 

生年月日：２００１年１１月２８日 

成績：６位入賞（個人・団体） 

種目：セーリング女子４７０級 

市との関わり：本市出身（椚田小学校卒業） 

生年月日：１９８０年１１月５日 

成績：７位入賞 

吉田 愛 選手 

種目：ハンドボール 

市との関わり：本市在学（中央大学） 

生年月日：１９９９年４月２１日 

部井久 アダム 勇樹 選手 

黒川 和樹 選手 

 

種目：柔道女６３kg 級/柔道混合団体 

市との関わり：本市出身（上壱分方小学校卒業） 

生年月日：１９９４年４月７日 

成績：銀メダル獲得（柔道混合団体） 

種目：陸上競技・男子４００ｍハードル 

市との関わり：本市在学（法政大学） 

生年月日：２００１年６月１７日 

1 「観る」スポーツの創出 

３ 「支える」スポーツの創出 

上野 優佳 選手 

写真：コマツ 
写真：（株）ベネッセホールディングス 

写真：（公財）全日本空手道連盟 

写真：イトマンスイミングスクール 写真：（公社）日本フェンシング協会 

写真：法政大学 

写真：ＪＨＡ 

主に幼少期

（義務教育期間）を本市

で過ごした選手を「本市

出身」とし、本市出身、在

住、在勤、在学者を八王

子市ゆかりの選手として

います。 

 

カルロス エドリエル 

ユーロ 選手 

種目：体操 

市との関わり：本市在学（帝京大学） 

生年月日：２０００年２月１６日 

成績：４位（男子種目別跳馬） 
※フィリピン代表 

Photo：courtesy of Gymnastics Association 

 of the Philippines 

「ゆかり」 

について 
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 【パラリンピック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種目：５人制サッカー 

市との関わり：本市在勤 

生年月日：１９７８年１０月９日 

成績：５位入賞 

黒田 智成 選手 

種目：５人制サッカー 

市との関わり：本市在住 

生年月日：１９７８年５月８日  

成績：５位入賞 

田中 章仁 選手 

種目：５人制サッカー 

市との関わり：本市出身（都立八王子盲学校） 

生年月日：１９８４年１２月１３日  

成績：５位入賞 

日向 賢 選手 

種目：ボート・ＰＲ1 女子シングルスカル 

市との関わり：本市在住 

生年月日：１９７９年１１月８日  

成績：１１位 

市川 友美 選手 

 

東京２０２０大会閉幕後、黒田智成選手と田中章

仁選手が市長を訪問し、大会結果や今後の意気

込みなどについて報告しました。 

日程：令和３年１０月８日（金） 

場所：市長公室 

 

≪選手からのコメント≫ 

 黒田智成選手：多くの方から応援していただき、本当に支えになった。 

皆さんに感謝の気持ちを伝えていきたい。 

田中章仁選手：大会をきっかけにパラスポーツやブラインドサッカーはもちろんのこと、 

障害者理解が進んでほしい。みんなが障害者に関心を持ってくれたこと 

自体が大会のレガシーです。 

 

写真：ＮＰＯ法人日本ブラインドサッカー協会 
写真：ＮＰＯ法人日本ブラインドサッカー協会 

写真：ＮＰＯ法人日本ブラインドサッカー協会 

🄫Taku 

たまハッサーズとは、都立八王子盲

学校を拠点に活動する市内の５人制サッカーのチー

ムで、黒田智成選手が中心となって設立しました。 

東京２０２０パラリンピック競技大会の５人制サッカ

ー日本代表１０人中、本市ゆかりの３名を含む、４人

が「たまハッサーズ」に所属しています。 

▲表敬訪問の様子 

 

たまハッサーズ 

表敬訪問 
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（2） 横断幕・懸垂幕の掲出 

選手の応援と身近な選手を応援し「観る」スポーツ、「支える」スポーツの推進を図る

ため、横断幕や懸垂幕を掲示しました。 

① 横断幕 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 掲示場所：八王子市役所本庁舎・富士森体育館・エスフォルタアリーナ八王子 

            （本市出身選手の横断幕は母校と最寄りの事務所へ掲示） 

 

② 懸垂幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

掲示場所：セレオ八王子北館 

  

1 「観る」スポーツの創出 

３ 「支える」スポーツの創出 

▲エスフォルタアリーナ八王子 ▲館事務所 

▲上壱分方小学校 ▲八王子市役所本庁舎 

▲セレオ八王子北館 

▲
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（３） オンライン応援プロジェクト 

コミュニティライブサイトに代わる選手応援の取組として、動画やＳＮＳを活用し、非 

接触の形で選手を応援する「八王子ゆかりの選手 オンライン応援プロジェクト」を実施

しました。 

内容 

・市民、市内の団体から応援のコメントを募集 

・コメントを用い、選手を応援する動画を制作 

・各選手の初戦が行われる日に、ＳＮＳや YouTube で動画を公開 

参加者数 約１２５名 

公開期間 令和３年７月２１日（水）～ 

総再生回数 7,４６５回（令和４年１月末時点） 

       ※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            大会期間中、市内では市民等による

選手応援の取組として、選手ゆかりの地

に横断幕やパネルが設置されました。 

 大会終了後には、吉田愛選手がめじろ台駅に設置され

たパネルを訪れ、サインを書き添えるとともに、めじろ台

三丁目の千明町会長から花束が贈呈されるなどの交流

も行われました。 

 

▲めじろ台駅に設置されたパネルと吉田選手のサイン 

 写真提供：よみっこ 

▲都立八王子盲学校に掲出された横断幕 

  写真：都立八王子盲学校 

▲選手個人版と全員版の２種類制作 ▲車人形 

▲八王子芸妓衆の皆さん ▲参加した市民の皆さん 

▲めじろ台会館の横断幕 

▲同校の生徒が制作した応援ポスター 

 写真：都立八王子盲学校 

市民等による 

応援の取組 
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８ 事前キャンプの受入 

   地域の活性化・スポーツ振興、そして新たな文化交流機会の創出を目的に、本市におい

ても事前キャンプの受入を行いました。 

（1） 受入の方針 

 市民交流が図りやすい競技・本市に縁がある競技 

 多くの市民が知っている国（海外友好交流都市・ホストタウン登録国など） 

 地域活性化や国際交流のレガシーに繋がる受入 

   

（2） 誘致の取組 

① 各団体の事前キャンプ誘致サイトへの掲載 

名称 主体 

東京２０２０事前キャンプ候補地ガイド 組織委員会 

全国スポーツ施設データベースサイト 全国知事会 

東京都事前キャンプ情報サイト 東京都 

 

② 八王子市スポーツキャンプガイドの作成 

大学を含む本市の主な競技施設や本市の魅力等を掲載 

した事前キャンプ誘致専用のパンフレットを日本語版と英 

語版の２種類作成し、積極的な誘致活動を行いました。 

 

③ 誘致活動の経過 

年度 国名 競技 内容 

平成２７年度 

アメリカ合衆国 - 視察受入 

ブラジル 陸上競技、水泳など 視察受入 

平成２８年度 

ノルウェー フェンシング、ハンドボールなど 視察受入 

イタリア 陸上競技、空手、柔道など 視察受入 

平成２９年度 

ベルギー 自転車競技、バレーボールなど 視察受入 

オーストラリア(パラ) 陸上競技 視察受入 

スロベニア 陸上競技、水泳 視察受入 

Panamsports 

(全米スポーツ連盟) 
陸上競技、水泳など 視察受入 

平成３０年度 

オランダ 野球 視察受入 

スロバキア 陸上競技、水泳など 視察受入 

アメリカ合衆国 スポーツクライミング 受入決定 

令和元年度 台湾 パラ・パワーリフティング 受入決定  

令和３年度 トルコ共和国 バレーボール 受入協議中止 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、台湾の受入は中止になりました。 

※ トルコ共和国については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、受入協議を中 

止しました。 

※ 上記のほか、アゼルバイジャン、フィリピン、カメルーンなど、様々な国や地域から事前 

キャンプ受入に関する問合せ等がありました。 

 

3 「支える」スポーツの創出 

8 国際化に対応した魅力あるまちづくり 

10 アクセシビリティの強化 
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（3） 受入の決定 

① USA CLIMBING 

相手国・地域/競技 アメリカ合衆国/スポーツクライミング 

経緯・理由 

オリンピック初競技であること、ボルダリングワールドカップ、クライミング世界

選手権が本市で開催されていることなどから、スポーツクライミングは市民の

認知度、注目度が非常に高い。また、同国は市民にとって馴染み深い国であり、

今後開催されるワールドカップなどに合わせた、継続的な交流が見込めるた

め。 

覚書締結日 平成３１年３月１９日（火） ※覚書は６２ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② チャイニーズ・タイペイ パラリンピック委員会パラ・パワーリフティングチーム 

相手国・地域/競技 台湾/パラ・パワーリフティング 

経緯・理由 

台湾・高雄市が友好交流都市であること、継続的に日本工学院八王子専門学校で

国際招待選手権大会が開催されていることなどにより、継続的な交流が見込め

る。また、同学校との連携により、学生のサポートなど、学園都市である本市の特

性を生かした受入ができるため。 

協定書締結日 令和２年２月２日（日） ※協定書は６３ページ参照 

      ※学校法人片柳学園日本工学院八王子専門学校との協働により受入を決定 

※新型コロナウイルス感染症の影響により受入中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲覚書締結式の様子 ▲右から、伊藤裕司市議会議長、石森市長、Marc Norman USA 

CLIMBING CEO、 Jon Omori アメリカオリンピック委員会日本代

表駐在員、Michael Turner アメリカ大使館文化・交流担当官 

▲協定締結式の様子 ▲左から チャイニーズ・タイペイ パラリンピック委員会 張（ジャン）氏、石森市長、 

 林（リン）選手、アスレチックトレーナー 鄭（ジョン）氏、 

 学校法人片柳学園日本工学院八王子専門学校 前野校長 
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▲給食交流の様子 ▲書道体験の様子 

▲山車を引く USA チームの様子 

 

▲プレゼントの様子 
▲直接指導する様子 

（4） USA CLIMBING の受入 

覚書に基づき、「ＩＦＳＣクライミング世界選手権２０１９八王子」の開催に合わせた強

化合宿と東京２０２０大会に向けた事前キャンプの受入を行いました 

① ２０１９年 強化合宿 

     【概要】 

合宿期間 令和元年８月２日（金）～２２日（木） 

参加者 選手：１２名  コーチ等関係者：８名  計２０名 

宿泊場所 京王プラザホテル八王子（八王子市旭町 14-1） 

練習会場 
ディーボルダリング・八王子（八王子市中町２-1） 

モリパーク・アウトドアヴィレッジ（昭島市田中町６１０-4） 

 

【交流事業】 

      ≪市立第五小学校訪問≫ 

日時 令和元年８月３日（土）１０時００分～１３時００分 

内容 子供たちから選手への英語質問・書道体験・クライミング指導・給食交流など 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪八王子まつり≫ 

日時 令和元年８月３日（土）１８時００分～１９時３０分 

内容 山車巡行等への参加（上八日町町会） 

 

 

≪ボルダリング教室≫ 

日時 令和元年８月５日（月）１３時００分～１５時３０分 

会場 
クライミングジム バーチ（八王子市散田町３-１７-11  

NS ビル B1） 

内容 
初心者の部、経験者の部に分かれ、直接指導。チームからチ

ームウェアのプレゼント 
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② ２０２１年 事前キャンプ 

【概要】 

合宿期間 令和３年７月２２日（木・祝）～３１日（土） 

参加者 選手：４名  コーチ等関係者：６名  計１０名 

宿泊場所 タカオネ（八王子市高尾町２２６４） 

練習会場 

ディーボルダリング八王子店（八王子市中町２－１） 

モリパーク アウトドアヴィレッジ（昭島市田中町６１０－４） 

はだの丹沢クライミングパーク（神奈川県秦野市戸川１３９２） 

青海アーバンスポーツパーク（公式練習場：江東区青海１－１） 

 

 

     【選手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢：２４歳 

出身地：ユタ州ソルトレークシティ 

身長：１８２cm 

成績：銀メダル獲得 

Nathaniel Coleman 

（ナサニエル コールマン） 

年齢：１７歳 

出身地：コロラド州ブルームフィールド 

身長：１６８cm 

成績：５位入賞 

Colin Duffy  

（コリン ダフィー） 

年齢：２０歳 

出身地：コロラド州ボルダー 

身長：１５８cm 

成績：７位入賞 

Brooke Raboutou 

（ブルック ラバトゥ） 
Kyra Condie 

（キーラ コンディ） 

年齢：２５歳 

出身地：ミネソタ州ショアビュー 

身長：１６２cm 

成績：１１位 

写真：USA CLIMBING・選手ＳＮＳより 写真：USA CLIMBING・選手ＳＮＳより 

写真：USA CLIMBING・選手ＳＮＳより 
写真：USA CLIMBING・選手ＳＮＳより 



38 

 

【交流事業】 

≪各選手からのメッセージ≫ 

事前キャンプの受入期間中、選手から市民の皆様に向けたメッセージが届けられ、

市のホームページで公開しました。 

ナサニエル 

コールマン 

 

私は、八王子市に以前にも来たことがあり、八王子市が大好きだとお伝えしたいで

す。今回は、もっと八王子市を知ることができなくて残念でしたが、今後また訪問する

ことを楽しみにしています。その時に会いましょう。 

コリン 

ダフィー 
 

私は八王子市に来ることができ大変うれしく、ホテルのおもてなしにも大変感謝し

ています。また、ぜひ訪れたいと思っています。 

ブルック 

ラバトゥ 
 

私たちは、八王子市に来られたこと、そして八王子市の皆さんに受け入れてもらえ

たことに感謝しています。素敵な宿泊施設とすべてのサポートに感謝しています。 

キーラ 

コンディ 
 

ここに来られて、大変わくわくしています。私たちは八王子市が大好きで、お気に入

りのスポットもありますので、大会後、またなるべく早く戻ってきたいです。どうもあ

りがとうございました。 

    ※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

≪いずみの森義務教育学校との交流≫ 

選手に向け、いずみの森義務教育学校の生徒が作成した応援メッセージを宿

泊施設に掲示するとともに、生徒会が中心となり制作した折り紙の作品を選手

団に贈りました。それに対し、チームから同学校へ、サイン入りのプレゼント

が贈られるなど、非接触での交流を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪USA ＣＬＩＭＢＩＮＧからのプレゼント≫ 

チームからサイン入りＴシャツ・ピンバッチ等が市に提供され、広報はちお

うじで希望する市民の方を募集し、抽選で４０名の方にプレゼントしました。 

応募者数：３９９名/当選者数：４０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ミーティングルームには応援メッセージ ▲チームからサイン入りメッセージ 

▲サインを書く選手 ▲サイン入りＴシャツ・ユニフォーム 
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≪その他≫ 

 高尾山薬王院から競技安全祈願の護摩札を授与 

 タカオネでの練習風景を見た地元小学生が、選手への手紙を持参し、選手団か 

らサイン入りＴシャツが返礼 

 選手・関係者が、本市での事前キャンプの様子をＳＮＳ等で発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【新型コロナウイルス感染症対策】 

内閣官房が作成した「ホストタウン等における選手等受入マニュアル」に基づき、行

程・各場面での感染症対策を整理した「受入マニュアル」を作成し、徹底した管理体

制のもと事前キャンプを受入れました。 

 

≪主な対策内容≫ 

 選手団全員及び選手等と一定の接触が見込まれる関係者全員のスクリーニング 

検査の実施（選手は毎日） 

 選手等の健康管理及び行動管理（外出は練習会場のみ）の徹底 

 宿泊施設のフロア貸切及び練習会場の時間貸切等により一般客との接触を回避 

 受入業務受託者・宿泊施設・バス運行会社・練習施設への指導、監督の徹底 

 空港～宿泊施設間、宿泊施設～練習会場間の全てを専用車両で移動 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲集合写真 

事前キャンプに関して、その受入対応はもとより、

誘致活動の取組そのものが国内における東京２０２

０大会のムーブメントの醸成及びエンゲージメントに

大いに寄与する活動であったとして、組織委員会か

ら感謝状が贈呈されました。 

▲練習風景 

感謝状 

▲高尾山薬王院から護摩札を授与 ▲チームＳＮＳで市のおもてなしを発信 ▲チームＳＮＳで石森市長と安間教育長が 

紹介されました 
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９ ホストタウン 

本市は事前キャンプの誘致等を契機にアメリカ合衆国と台湾のホストタウンとなり、国

際理解・多文化共生に向けた取組を実施しました。 

 

（1） アメリカ合衆国 

     登録日：平成３１年４月２６日（金）（第１３次登録） 

      【交流計画】 

 ＵＳＡ ＣＬＩＭＢＩＮＧの事前キャンプ等と合わせて、ボルダリング教室 

の開催や八王子まつり、小学校訪問など市民との交流を実施 

 大使館との連携により、アメリカの文化や歴史等に関するイベントを開催 

 大学と連携した文化芸術等の交流を実施 

 スポーツイベントや講習会・体験会による日本人オリンピアンとの交流を実施 

 

      【ホストタウン事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日程：令和元年１０月１１日（金） 

実施主体：市立第六中学校 

内容：アメリカ合衆国大使館の職員が第六中学校 

の生徒に対し、大使館の役割や外交官の仕事、 

アメリカの高校生活の様子、アメリカと日本の 

文化の違いなど、クイズも交えて楽しく分かりや 

すく演説しました。 

公開日：令和３年２月２２日（月）/７月２３日（金） 

実施主体：内閣官房、アメリカ合衆国ホストタウン自治体など 

内容：ホストタウン同士が連携して、相手国との交流を深め 

るプロジェクトに本市も参画し、応援リレー動画やモザ 

イクアート、アメリカ合衆国国歌斉唱動画などを制作 

しました。いずみの森義務教育学校・第五小学校の児 

童も参加。 

 

「ホストタウン」とは、 

東京２０２０オリンピ 

ック・パラリンピック競技大会の開催を

きっかけに、地域の活性化を推進する

ため、事前キャンプの誘致などを通じ

て大会参加国との人的・経済的・文化

的な相互交流をはかる地方公共団体

を登録する国の制度。 

3 「支える」スポーツの創出 

４ 障害のある人もない人もスポーツに親しめる環境の創出 

6 オリンピック・パラリンピック教育の推進 

8 国際化に対応した魅力あるまちづくり 

公開日：令和２年１２月２１日（月） 

実施主体：NPO法人おもてなし国際協議会 

内容：市内のスポーツサークル、子ども食堂、中学校などが参加し、 

アメリカ合衆国選手に向けた応援動画を制作。アメリカオリン 

ピック委員会を通じ、USA CLIMBINGをはじめとするアメ 

リカ合衆国の選手に届けました。 

ホストタウン 

大使館職員による講演会 

公開日：令和２年９月２５日（金）  

内容：内閣官房が作成したホームページを通じ、 

ＵＳＡ CLIMBINGのブルック・ラバトゥ選 

手からホストタウ 

ンである本市に向 

けたメッセージ動 

画が送られました。 

 

 

アスリートからのメッセージ動画 

市民団体からのクリスマス応援メッセージ 

“アメリカ合衆国”でつながる！ 

ホストタウン連携プロジェクト 
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（2） 台湾 

      登録日：令和２年５月２９日（金）（第２０次登録） 

【交流計画】 

 日本工学院八王子専門学校と協働し、パラ・パワーリフティングの事前キャンプの受入  

 同校で開催される国際大会に出場する選手との文化・給食交流 

 台湾駐日経済文化代表処職員による文化等理解のための講座の実施等、関係者との 

交流 

 スポーツイベントや講習会・体験会による日本人オリンピアンとの交流 

 

【ホストタウン事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※動画ＵＲＬ等は６７ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開日：令和３年７月２８日（水）  

実施主体：内閣官房、台湾ホストタウン自治体など 

内容：ホストタウン同士が連携して、相手国との交流を 

深めるプロジェクトに本市も参画し、応援リレー 

動画やモザイクアートを制作。市内団体からの 

応援メッセージも併せて発信しました。 

チャイニーズ・タイペイ パラリンピック委員会へのホストタウン応援旗 贈呈式 

日時：令和３年８月１８日（水） 

実施主体：日本台湾交流協会台北事務所、台湾ホストタウン自治体など 

内容：台湾を相手とするホストタウンが連携し、台湾への応援の意を込めたギャザリングアートを制作。

ギャザリングアートは応援旗として、オンラインでチャイニーズ・タイペイパラリンピック委員会へ贈

呈されました。 

日程：令和２年５月１５日（金） 

実施主体：チャイニーズ・タイペイ 

パラリンピック委員会 

内容：チャイニーズ・タイペイ  

パラ・パワーリフティングの女子 

６１kg級リン ヤ シュエン選手 

から、市民に向けたメッセージ 

動画を受領し、市のＨＰで公開 

しました。 

 

公開日：令和２年１２月１日（火） 

実施主体：NPO法人おもてなし国際協議会 

内容：オリンピアンやパラアスリート、市内の学生

団体等が参加し、台湾選手に向けた応援動 

画を制作。チャイニ 

ーズ・タイペイパラリ 

ンピック委員会を通 

じ、台湾の選手に届 

けました。 

アスリートからのメッセージ動画 市民団体からの応援メッセージ動画 

“台湾”でつながる！ホストタウン連携プロジェクト 
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▲おもてなし国際協議会 代表 長野 岩雄さん ▲本市が受賞した表彰状 

▲木内副市長から台北駐日経済文化代表処へ切手を贈呈 

（3） 「アメリカ合衆国×八王子市×台湾 ホストタウン フレーム切手」 

アメリカ合衆国及び台湾のホストタウンであることを記念して、八王子市と日本郵便

株式会社 東京支社が連携し「アメリカ合衆国×八王子市×台湾 ホストタウン フレー

ム切手」を制作しました。 

切手シートは、USA ＣＬＩＭＢＩＮＧ本拠地

であるアメリカ合衆国ユタ州や、海外友好交

流都市である台湾高雄市の名所等の写真を

使用し、英語・中国語による切手台紙を添

え、代表チームや大使館等へ贈呈しました。 

 

【発売日】 

令和３年（２０２１年）６月１５日（火） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 表彰・感謝状 

団体独自でホストタウンであることの周知や動画制作などの取組を行っているほか、

本市が行う自治体連携事業なども積極的に支援したとして「ＮＰＯ法人 おもてなし国

際協議会」に対し、内閣官房から感謝状が贈呈されました。 

また、本市もオンライン交流の実施や国の取組に積極的に参画したことにより、優れ

たホストタウン自治体として内閣官房から表彰されました。 

【ホストタウン功労者】  

       全２３８団体（うち都内は６団体） 

【ホストタウン自治体表彰】 

       全２６８自治体（うち都内は１１自治体） 
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▲横山第二小学では思いやりの心を育む 

おもてなし講座を実施 
▲弐分方小学校が実施した 

車椅子バスケットボール体験の様子 

▲恩方第一小学校では卒業生でパラアスリートの 

  樋口選手との交流を実施 
▲第二小学校では全校児童がベルギー王国に 

向けて千羽鶴を製作 

１０ オリンピック・パラリンピック教育 

    八王子市教育委員会は、東京都が策定した取組方針に基づき、次代を担う子どもたちの

成長につながる様々な取組を実施しました。 
 

（1） 目的 

子どもたちの良いところを更に伸ばし、弱みを克服するための取組を確実に推進し、

国際社会に貢献するとともに、東京、そして日本のさらなる発展の担い手となる人材を

育成する。 

 

（2） 取組 

市では、４つのプロジェクトに基づき、児童・生徒の成長につながる取組を各校で実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 オリンピック・パラリンピック教育の推進 

東京ユースボランティア 
ボランティア活動を通じ、 

社会奉仕の精神や思いやりの心を養う 

スマイルプロジェクト 
パラスポーツ観戦・体験などを通じ、 

互いの人格や個性についての理解を深め、 

思いやりの心を育成 

夢・未来プロジェクト 
オリンピアン・パラリンピアンとの交流により、 

スポーツへの関心を高めるとともに、 

夢に向かって努力すること、 

困難を克服する意欲を培う 

世界ともだちプロジェクト 
東京２０２０大会参加国・地域について学び、 

世界の多様性を知るとともに、 

価値観を尊重することの重要性を理解 
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（3） オリンピック・パラリンピック教育のまとめ 

オリンピック・パラリンピック教育のまとめとして、児童・生徒が学習した国・地域に向

け、学校の特色あるアイディアで学習効果を活かしたメッセージやプレゼントなどを送

る取組を実施しました。 

 

 【取組イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　3名
め い

の選手
せ ん し ゅ

からいただいたメッセージには、『健康
け ん こ う

な身体
か ら だ

を

作
つ く

るためには、バランスの良
よ

い食事
し ょ く じ

を毎日
ま い に ち

しっかり食
た

べること

が大切
た い せ つ

です！苦手
に が て

な食
た

べ物
も の

にもチャレンジしてみましょう！』

とありました。掲示
け い じ

物
ぶ つ

をぜひ見
み

てくださいね。

　　今日
き ょ う

の給食
き ゅ う し ょ く

では、3名
め い

の選手
せ ん し ゅ

が小学生
し ょ う が く せ い

の時
と き

に好
す

きだった

　献立
こ ん だ て

のきなこ揚
あ

げパンを食
た

べます。

　　大豆
だ い ず

から作
つ く

られるきなこは肉
に く

や魚
さかな

のようにみんなの血
ち

や

　筋肉
き ん に く

になります。野菜
や さ い

のスープ煮
に

、サラダ、果物
く だ も の

、牛乳
ぎゅ うに ゅう

も

　しっかり食
た

べましょう！

八王子市
は ち お う じ し

ゆかりの選手
せ ん し ゅ

を応援
お う え ん

しよう！

柔道
じ ゅ う ど う

女子
じ ょ し

田代
た し ろ

未来
み く

選手
せ ん し ゅ

セーリング女子
じ ょ し

吉田
よ し だ

愛
あ い

選手
せ ん し ゅ

ボート女子
じ ょ し

市川
い ち か わ

友美
と も み

選手
せ ん し ゅ

１校１国選択し、 

国、選手、競技、文化等について

調べ学習 

東京２０２０大会を観戦し、 

調査した国の選手たちに向けた 

メッセージやプレゼントを製作 

各国・地域の大使館を通じ、 

選手たちへプレゼントを贈呈 

スポーツへの興味・関心の高まり 

障害者・多文化理解 

おもてなしの心の醸成 

思いやりをもつ行動へ 

国際感覚の醸成 

多様性への理解促進 

         オリンピック・パラリンピック教育の一環として、世界への興味を広げ、 

食の大切さを学ぶ３つの取組を実施しました。 

 

１ 学ぼう！食べよう！世界の料理 

   日本を含む夏季オリンピック開催国１９か国の食文化 

  や風土を学びながら特色ある給食を食べました。 

   世界に目を向け、体験することで豊かな国際感覚を育 

  みました。  

 

２ 五つの輪で体力アップ！ 

   五輪のマークである五つの輪で料理を分類し、輪の大きさで食事のバランスを知りました。

また、本市ゆかりの代表選手を取材し、心身を鍛える食事法をオリンピック・パラリンピック選

手から学びました。 

 

 

 

 

 

 

３ ホストタウン給食 

   本市がホストタウンとなっているアメリカ合衆国・台湾の料理を提供。令和元年には、第五

小学校の子どもたちとＵＳＡ ＣＬＩＭＢＩＮＧの選手やコーチ等がスポーツや文化、給食を通じ

た交流を実施しました。 

  ※３６ページ参照 

スウェーデン料理 

・パン、りんごジャム 

・鮭のレモン風味 

・ピッティパンナ 

・豆のスープ 

学校給食の 

取組 
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▲片腕のギタリスト輝彦さん 

▲演舞終了後、日比谷公園にて 
 写真提供：NPO 法人武州のよりあい 

▲八王子芸妓組合の演目の様子 
 提供：八王子芸妓組合 

１１ 市内の団体等の取組 

（1） 「みんなの東京２０２０応援チャンネル」への出演 

東京都が、ライブサイト・パブリックビューイングを中止したことに伴い、選手の応援

や日本・東京の魅力を発信することを目的とした「みんなの東京２０２０応援チャンネル」

を開設し、ライブサイトに出演予定であった本市の団体がそれぞれの演目を披露しまし

た。 

出演団体 内容 演目名 

ＮＰＯ法人 武州のよりあい 
八王子流鏑馬の様子をまとめた抜刀演

武、弓引き演武等 
八王子流鏑馬 令和の合戦 

八王子芸妓組合 
八王子芸妓衆による日本舞踊、和楽器の

演奏等 
八王子芸妓衆 彩りの舞 

8princess 
本市の観光ＰＲ特使の「8princess」によ

るライブステージ 

東京都八王子市の観光 PR 特使ご当地

アイドル「8princess」アイドルライブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） オリンピック閉会式に出演 

８月８日（日）に行われた「東京２０２０オリンピック競技大会」の閉会式において、都

立片倉高校吹奏楽部が、人気アーティストとともに人気アニメのテーマ曲などを披露し

ました（演奏は事前に収録）。 

 

（3） パラリンピック開会式・閉会式に出演 

８月２４日（金）に行われた「東京２０２０パラ

リンピック競技大会開会式」において、市内

在住で全盲のギタリスト「田川ヒロアキ」さん

が出演し、世界的なギタリストの方と共演しま

した。 

また、９月５日（日）に行われた閉会式で

は、調和をテーマにした多様性バンドのギタ

リストとして市内在住の「片腕のギタリスト輝

彦（本名：湯上 輝彦）」さんが出演。 即興場

面では、左手だけで弦をたたく独自の奏法を

繰り広げました。 
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◀大規模展示物の移設に合わせ、 

東京２０２０大会を振り返るパネル展も開催しました。 

日時：令和３年１０月２３日（土）・2４（日）8 時００分～17 時００分 

場所：高尾５９９ミュージアム 
 

 

 レガシー 

１ 大会を機に創出したレガシー 

（1） 銘板 

自転車競技（ロード）やオリンピック聖火リレー点火セレモニーなどが実施された場所

であることをレガシーとして後世に伝えるために、関連する場所に銘板を設置しました。 

種類 自転車競技（ロード） 
オリンピック聖火リレー 点火セレモニー、 

パラリンピック聖火「八王子の火」採火式 

場所 
堀之内三丁目２９番地 大栗川橋南交差点 東南側 

南大沢二丁目 南大沢歩道橋下 南側 
富士森公園 陸上競技場管理棟付近 

板
面
デ
ザ
イ
ン 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 東京２０２０公式マスコット「ミライトワ」 

大会期間中、東京都により富士森公

園に設置され、本市に譲渡されました。

大会終了後もレガシーとして同公園内に

設置しています。 

 

 

 

（3） 大規模展示物 

東京２０２０大会期間中、高尾山の山頂に設置された大規模展示物を本市で譲受け、

大会の感動と記憶を後世に伝えるとともに、新たな観光資源として高尾５９９ミュージア

ムへ移設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「する」スポーツの創出 

4 障害のある人もない人もスポーツに親しめる環境の創出 

8 国際化に対応した魅力あるまちづくり 

９ すべての人が安心して心地よく過ごせるまちづくり  Ⅲ 

▲富士森公園陸上競技場管理棟付近 



47 

 

（4） 大会関連物品 

大会に向け制作されたポスターやのぼり、横断幕等のほか、選手のみに贈呈される

メダルケースやブーケマスコット、大会で実際に使用されたボールや聖火リレートーチ

などを組織委員会から譲受け、レガシーとして保存しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） 物品の後利用 

東京２０２０大会で使用された物品や備品について、持続可能性の視点から、物品の

有効活用を図るため、全庁的に再利用を検討し、多くの物品を組織委員会から譲受け

ました。 

      ※譲受物品は６６ページ参照 

 

（6） 市民ボッチャ大会の創設 

東京２０２０大会を契機にパラスポーツの普及と共生社会の実現に向けた取組を推

進していくため、第１回となる市民ボッチャ大会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

（7） 多言語対応 

多文化共生社会の実現に向け、東京２０２０大会を契機に広報はちおうじや窓口業

務の多言語化を推進しました。 

 

① 広報はちおうじ 

 広報はちおうじを多言語で閲覧できるよう、専用アプリを導入。 

対応言語 
英語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、スペイン語、ブラジルポルトガル語、ベトナム語、 

タイ語、インドネシア語 

その他の機能 音声読み上げ、文字の拡大表示、ＳＮＳでのシェアなど 

 

② テレビ電話通訳サービス 

タブレット端末とテレビ電話を活用し、通訳対応ができるサービスを導入。 

対応言語 

英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、ベトナム語、ネパール語、タイ語、 

タガログ語、ヒンディー語、フランス語、ロシア語、インドネシア語、クメール語、ミャンマ

ー語 

 

③ 翻訳支援ソフト 

外国語へ翻訳における名称や訳文の統一を図り、翻訳精度を高める翻訳支援ソフ

トを導入。 

日時 令和３年１０月３０日（日） 

会場 富士森体育館 

参加者数 １２チーム/５０名 

▲車いすバスケットの試合で 

  実際に使用されたボール 
▲オリンピック・パラリンピック 

聖火リレートーチ 

 

▲北京２０２２大会に合わせ、物品を展示 

 

▲試合中の様子 ▲たくさんの参加者 
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２ レガシープランの検証・総括 
東京２０２０大会に向けたこれまでの取組による効果を検証し、創出した（される）レガ

シーについて整理するなど、レガシープランの総括を行いました。 

 

（1） 主な取組とその成果 

新型コロナウイルス感染症により、コミュニティライブサイトやイベントの一部中止など、

レガシープランの取組にも大きな影響がありましたが、実施した取組には多くの方が参

加し、スポーツのみならず、教育や文化、観光などの分野で、成果が得られました。 

アクション 主な取組 取組による成果 

「観る」スポーツの創出 
・ボルダリングワールドカップ及びクライミング世界選手権開催支援 

・全日本パラ・パワーリフティング国際招待選手権大会開催支援 

・観戦機会の提供 

・各競技の理解促進 

・スポーツへの関心や参加気運の向上 

・経済波及（クライミング世界選手権：約２億円） 

「する」スポーツの創出 

・市民スポーツ大会の開催 

・市民スポーツ・レクリエーション大会の開催 

・トップアスリートによるスポーツ教室の実施 

・健康体操教室の実施 

・機運醸成による競技紹介 

・八王子２０２１フェスティバルでの競技体験の実施 

・参加機会の提供 

・スポーツに親しむための環境の充実 

・ジュニア世代の意欲向上 

・スポーツへの関心や参加気運の向上 

「支える」スポーツの創出 

・米国スポーツクライミング代表チームの事前キャンプ受入 

・全関東八王子夢街道駅伝競走大会の開催 

・東京２０２０大会におけるボランティアの募集 

・国際感覚の醸成 

・スポーツボランティアの育成 

・スポーツへの関心や参加気運の向上 

障害のある人もない人も

スポーツに親しめる環境

の創出 

・市民ボッチャ大会の創設 

・ボッチャ体験会の実施 

・ふれあい運動会の助成 

・初級障がい者スポーツ指導員養成講習会の実施 

・パラスポーツへの関心や参加気運の向上 

・障害者がスポーツをしやすい環境の整備 

・障害者への理解促進 

文化芸術の魅力の発信 

・伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル～の開催 

・東京造形大学×八王子市バンブーランバイク・アートプロジェクトの 

実施 

・八王子車人形や獅子舞等の市固有の伝統芸能の公演 

・本市の特色を活かした文化芸術の振興 

・伝統芸能の継承に関する理解や関心の高まり 

オリンピック・パラリンピ

ック教育の推進 

・小・中・義務教育学校への外国人講師の配置 

・各校でのオリンピック・パラリンピック教育の実施 

・全小中学校の給食で夏季開催国の料理を提供 

・障害者への理解促進 

・国際感覚の醸成・多文化理解 

・スポーツに親しむための環境の充実 

・児童・生徒が世界の多様性を受入れる力の育成 

・世界各国の人々と交流を行い国際社会で貢献する力の育成 

・オリンピック・パラリンピック競技への興味・関心の高まりや深まり 

・世界の多様性を受け入れ 、多くの人との関りを大切にしようとす 

る心の育成 

次世代のスポーツ・文化

芸術活動の振興 

・親子でオリパラ競技体験の実施 

・伝統文化ふれあい事業の実施 

・ジュニア育成事業（各種スポーツ教室）の実施 

・子どもたちがスポーツに親しむための環境の充実 

・八王子固有の伝統文化の魅力発信や子どもが文化芸術に親しむ 

ための環境の充実 

グローバル化に対応した 

魅力ある観光都市の創出 

・高尾山ポケットマップ等観光パンフレットの多言語化 

・「外国人おもてなし語学ボランティア」の育成 

・「日本遺産」認定 

・世界に対する魅力発信及び認知度の向上 

・外国人観光客の受入体制の構築 

すべての人が安心して 

心地よく過ごせるまちづ

くり 

・富士森公園や八王子駅南北口花壇の修景整備 

・テレビ電話通訳サービスの導入 

・広報はちおうじ多言語対応アプリの導入 

・まちなか緑化の推進 

・外国人市民への窓口対応の充実 

・市民サービスの利便性向上 

アクセシビリティの強化 
・ＪＲ八王子駅や京王八王子駅周辺における案内サインの多言語化や 

ピクトグラムの追記 

・案内サインの充実 

・回遊性の向上 

※取組一覧は参考資料６８、６９ページ参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オリンピックを迎えるために」を合言葉に進
め        められた環境美化運動や「親切運動」は、全国 

初の「親切都市宣言」につながり、その精神は
今もなお、地域での清掃活動などの様々な場面に受け継がれ
ています。 

また、陵南公園や「オリンピック道路」の愛称で親しまれる高

尾街道など、今も残る有形のレガシーとともに、子ども時代にオ

リンピックの感動を家族と共有した思い出は、無形のレガシー

となって、多くの人の心に残っています。 

１９６４年 

東京大会の 

レガシー 

▲１９６４大会時の市内の様子 
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（2） 総括 

東京２０２０大会に向けた取組により、一定の成果が得られたとともに、レガシーとし

て形となったものも生み出すことができました。 

今後、レガシープランで示した「大会後の未来像」を実現していくには、それらを活か

しながら、「多様性を尊重する意識」や「豊かな国際感覚」、「スポーツによる健康増進」

などを根付かせていくことが必要であり、これまでの取組を各所管が持つ分野別計画

での取組として継続し、大会を契機とした価値あるレガシーとして息づかせながら、大

会後の未来像である「地域の活性化」や「共生社会づくり」などにつなげていきます。 

 
アクション 大会を機に創出したレガシー 

 

取組の継続により根付くレガシー 

「観る」スポーツの創出 

【感動と記憶を継承、観光資源】 

・大規模展示物移設 

・東京２０２０公式マスコット像（ミライトワ）設置 

・銘板設置 

・東京２０２０大会関連物品譲受 

 

【スポーツ振興】 

・スポーツ実施率の向上（市政世論調査） 

 60.3％（２０１７年）⇒64.1％（202１年） 

・障害者スポーツへの関心（市政世論調査） 

 36.5％（201８年）⇒40.4％（202１年） 

・市民ボッチャ大会の創設 

 

【新たな国際交流の創出、多様性を尊重する意識の醸成】 

・ホストタウン登録（アメリカ、台湾） 

・米国スポーツクライミング代表チームとの交流 

 

【持続可能性】 

・東京２０２０大会で使用された備品・消耗品のリユース 

 

【緑豊かなまち】 

・富士森公園や八王子駅南北口花壇の修景整備 

 

【適切な交通環境の確保】 

・子安公園通り（聖火リレールート）のガードレールの整備 

 

【アクセシビリティの強化】 

・多言語に対応したテレビ電話通訳サービスやアプリの導入 

・案内サインの多言語化、ピクトグラムの追加 

・スポーツＭＩＣＥの推進 

・地域の活性化 

・スポーツ振興 

・スポーツ実施率の向上 

・健康増進 

・ボランティアマインド 

・新たな国際交流 

・ジュニア世代の意欲向上 

「する」スポーツの創出 

「支える」スポーツの創出 

障害のある人もない人もスポーツに 

親しめる環境の創出 

・パラスポーツの普及啓発 

・多様性を尊重する意識の醸成 

・共生社会の実現 

文化芸術の魅力の発信 
・文化芸術の振興 

・豊かな心の育成 

オリンピック・パラリンピック教育の推進 

・子どもたちの人生の糧 

・ボランティアマインド 

・障害者理解 

・スポーツ志向 

・日本人としての自覚と誇り 

次世代のスポーツ・文化芸術活動の振興 
・文化芸術の次代への継承 

・ジュニア世代の意欲向上 

グローバル化に対応した 

魅力ある観光都市の創出 

・魅力ある観光都市 

・郷土愛の醸成 

・地域の活性化 

すべての人が安心して 

心地よく過ごせるまちづくり 

・緑豊かなまち 

・外国人もいきいきと暮らせるまち 

・市民生活の向上 

アクセシビリティの強化 ・誰もが過ごしやすいまち 

 

  【レガシーが息づく大会後の未来像に向けて】 

 

 分野別個別計画での取組 レガシープランに基づく取組 

継続して 

実施 

◆感動と記憶、観光資源 

◆スポーツ実施率の向上 

◆パラスポーツへの関心向上 

◆新たな国際交流の創出、多様性を尊重する意識の醸成 など 

東京２０２０大会の開催を機に創出したレガシー 

◆スポーツボランティアの育成、国際感覚の醸成 

◆パラスポーツへの関心や参加気運の向上 

◆本市の特色を活かした文化芸術の振興 

◆次代の子どもたちが世界の多様性を受入れる力の育成 

◆世界に対する魅力発信及び認知度の向上 など 

主な取組による成果 

分野別計画 

【スポーツ推進計画】 

「みる」「する」「支える」 

スポーツの創出 

 

【地域福祉計画】 

様々な活動への参加促進や 

障害者理解の促進 

 

【文化芸術ビジョン】 

文化芸術の魅力発信や 

鑑賞する機会の提供 

 

【多文化共生推進プラン】 

コミュニケーション支援の充実や 

国際理解・交流の推進 

 

【ビジョンはちおうじの教育】 

生涯スポーツ社会の実現や 

夢や志をもち挑戦する力の育成 

 

【産業振興マスタープラン】 

にぎわいにつながる産業の振興や 

観光資源の活用 

 

【文化財保存活用地域計画】 

歴史文化資産を活用したまちづくり 

の推進や世界への魅力発信 

など 

 スポーツ振興 

 共生社会 

の実現 

 文化芸術 

の振興 

 郷土愛の 

醸成 

 
パラスポーツ 

の普及啓発 

 スポーツ 

ＭＩＣＥの推進 

 
豊かな 

国際感覚 

 
多様性を 

尊重する 

意識 
 

 
魅力ある 

観光都市 
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１ 東京２０２０大会に向けた取組推進 年度別事業費等一覧 

    

 
 

 

（単位　円）

都補助金 市長会助成金 一般財源

・リオ２０１６大会パブリックビューイング開催

・ゆかりの選手応援懸垂幕掲出

・スポーツキャンプガイド作成

・東京２０２０大会機運醸成

・パラスポーツ普及啓発

・東京２０２０大会機運醸成

・事前キャンプ招致活動

・パラスポーツ普及啓発

・東京２０２０大会機運醸成

・都市ボランティア（八王子市推薦者）募集

・事前キャンプ誘致活動

・米国クライミングチーム事前キャンプ受入覚書締結

・自転車競技（ロード）テストイベント運営支援

・聖火リレーリハーサル開催支援

・米国クライミングチーム強化合宿受入

・米国クライミングチームと市民との交流事業

・台湾パラ・パワーリフティングチーム事前キャンプ受

入協定締結

・東京２０２０大会機運醸成

令和

2年度
1,727,289 811,000 916,289 ・東京２０２０大会機運醸成

・東京２０２０大会機運醸成

・聖火リレー点火セレモニー開催支援

・自転車競技（ロード）運営支援

・米国クライミングチーム事前キャンプ受入

・パラリンピック聖火「八王子の火」の採火

・大規模展示物、銘板設置

・本市ゆかりの選手応援プロジェクト

計 70,096,269 41,962,158 3,538,020 24,596,091

※令和４年２月末時点見込

※「国際スポーツ大会推進室」及び「オリンピック・パラリンピック推進室」における東京２０２０大会に向けた取組に係る事業費

5,803,273

令和

３年度
37,389,781 23,710,673 1,538,020 12,141,088

令和

元年度
17,719,273 9,916,000 2,000,000

1,292,243

平成

３０年度
5,799,641 3,341,565 2,458,076

平成

２９年度
3,656,163 2,363,920

事業費
左の財源内訳

主な取組年　度

平成

２８年度
3,804,122 1,819,000 1,985,122
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２ 八王子レガシープラン推進会議設置要綱 

 

八王子レガシープラン推進会議設置要綱 

  

施行  平成２８年（2016 年）１１月 ４日 

改正  平成２９年（2017 年） ７月 １日 

改正  平成３０年（2018 年）１０月１１日 

改正  令和 ３年（2021 年）１０月１８日 

 

（趣旨） 

第１条 「八王子市東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取り組み方

針」（以下、「八王子レガシープラン」という。）に基づき、幅広い分野の施策を総合的に推

進し、八王子レガシープランに掲げたビジョン及びアクションを実現するため、八王子レガ

シープラン推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事項について検討する。 

（１）八王子レガシープランに掲げたビジョン及びアクションの推進に関すること。 

（２）東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に関すること。 

（３）その他、前各号に掲げるもののほか、必要と認めること。 

 

（組織） 

第３条 推進会議は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

３ 会長は生涯学習スポーツ部スポーツ担当部長を、副会長は都市戦略部長をもって充てる。 

４ 会長が必要と認めた場合、委員以外の職員を委員に充てることができる。 

 

（会長及び副会長の職務） 

第４条 会長が推進会議を招集する。また、会長は推進会議を総理し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

 

（実務者会議） 

第５条 第２条に掲げる事項の実務的な内容について検討するため、推進会議の会長、副会長

及び委員（以下「会長等」という。）が所管する部の課長（八王子市組織規則（平成１５年

八王子市規則第６８号）第４条に規定する課長をいう。）及び職員のうち、会長等が指名す

る者で構成する実務者会議を設置する。 

２ 実務者会議には、座長及び副座長を置くこととし、座長は生涯学習スポーツ部スポーツ振

興課長、 

副座長は都市戦略課長をもって充てる。 

３ 座長は、実務者会議を招集する。 

４ 座長は、幹事会の検討経過及び結果を、推進会議に報告する。 
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（部会） 

第６条 第２条に掲げる協議を円滑に実施するため、推進会議及び実務者会議に、部会を設置

することができる。 

 

（報告） 

第７条 会長は、必要に応じ、推進会議の会議経過及び結果を政策会議に報告する。 

 

（庶務） 

第８条 推進会議の庶務は、生涯学習スポーツ部スポーツ振興課において処理する。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２８年１１月４日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２９年７月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成３０年１０月１１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和３年１０月１８日から施行する。 

 

 

別表（第３条関係） 

生涯学習スポーツ部スポーツ担当部長、都市戦略部長、総合経営部長、市民活動推進部

長、福祉部長、健康部長、産業振興部長、学校教育部長、生涯学習スポーツ部長 
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３ 競技会場誘致に関する要望書 
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４ 広報はちおうじ「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会特集号」 

 【令和元年７月１日号】 
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 【令和３年７月１５日号】 
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５ ８市合同自転車競技（ロード）に関する要望書 
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６ 本市を走行予定であったオリンピック聖火ランナー一覧 
 

Ｎｏ 氏名 

1 荒木 一彦 

2 古原 靖久 

3 三河尻 尚人 

4 三輪 徹 

5 大久保 沙織 

6 セインズ 望未 

7 松尾 牧子 

8 乾 ゆか里 

9 中野 栞那 

10 冨田 力矢 

11 池田 隆之 

12 田村 明裕 

13 中川 忠俊 

14 増田 寿子 

15 沖 雅樹 

16 秋間 利久 

17 中安 陸斗 

18 川森 浩志 

19 佐藤 威吹 

20 品川 史弥 

21 人見 和也 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（うち点火セレモニー参加者）  
Ｎｏ 氏名 

22 浅井 秋風 

23 久根口 吉平 

24 佐藤 陸哉 

25 浅野 杏樹マリ 

26 巻淵 恵 

27 福士 湊 

28 宮城 亮 

２９ 恩田 佑太 

３０ 坪田 俊介 

31 河本 美和 

32 井上 裕雄 

33 新井 修嗣 

34 新奥 恵香 

35 ミッキー 

36 野﨑 勝巳 

37 廣田 律子 

38 染野 優作 

38 ともゆき 

40 福田 菜津美 

41 中村 美里 

※氏名は組織委員会の発表のとおり 

※No１７～２４の方は１区間を集団で走行する

グループランナーとして選出 
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７ 事前キャンプ受入に関する覚書・協定書 

 

【アメリカ合衆国スポーツクライミング代表チーム】 
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 【台湾パラ・パラーリフティング代表チーム】 
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８ ホストタウン登録証 

  【アメリカ合衆国】 
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  【台湾】 
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９ 組織委員会等からの譲受物品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲メダルケース 

▲シティキャストユニフォーム 

▲ブーケマスコット 

▲実際に使用されたサッカーボール 

※その他、文具・フェイスシールド等の消耗品や大会で使用された物品も譲り受けました。 

物品名 数量 参考金額（合計）

フルＨＤ 液晶ディスプレイ(スタンド付) 7 2,039,233

フルＨＤ 液晶ディスプレイ 9 169,169

フルＨＤ 屋外ドーム型PTZカメラ 100 37,044,000

フルＨＤ 屋外ドーム型固定カメラ 1 138,780

フルＨＤ 屋外固定カメラ 4 462,240

フルＨＤ 屋内ドーム型PTZカメラ 20 6,253,200

フルＨＤ 屋内ドーム型固定カメラ 38 3,960,360

９Ｍ 屋内全方位カメラ 4 531,360

デスクトップＰＣ 9 2,674,845

デスクトッププリンター 1 109,620

ノートPC 22 4,170,700

ハードディスクレコーダー 13 28,339,740

Satera カラーレーザービームプリンター 5 386,888

SDカード（128GB） 13 479,050

ウェアラブルカメラ 5 535,950

６ポートUSB充電器 23 49,082

HDMIケーブル（1.0ｍ） 2 2,200

LANケーブル（1.0ｍ） 2 1,320

小型UPS（VHシリーズUPS） 1 179,926

心肺蘇生（CPR）トレーニング用マネキン 5 627,000

AEDトレーナ3 24 2,357,520

リモコン 24 129,360

1500高3連可動パーティション 4 467,248

NFC対応ICリーダーライター 1 22,931

ＰｏＥカメラ電源ユニット 1 54,000

キーファイルダブル<KEYSYS>鍵36個収納 1 4,598

コードレススティック掃除機電池パックセット 1 38,500

コードレススティック掃除機用 電池パック 1 20,900

スピーカー 6 93,828

スマートフォン 1 61,560

ピーク　ルーペ １５×１５倍 16 26,784

ブラックライト 15 32,130

ポータブルファン 10 22,580

マイコンジャーポット 2 16,070

メガホン拡声器 1 15,400

モニタ 1 30,024

延長コード 1 616

拡声器 1 8,663

競技･放送用照明スタンド 1 27,972

電源延長コード 3 3,264

電源延長コード（複数タップ） 2 6,472

非接触体温計 1 5,952

飛沫防止板 6 25,767

粉末消火器 26 186,992

無線LANルーター 1 114,191

消火器 27 205,992

A3用紙 6 10,890

A4用紙 30 85,860

横幕（白） 4 33,440

暑さ対策テント 9 1,346,400

天幕（サマーシールド） 9 -

合計 520 93,610,567
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１０ 動画ＵＲＬ及び二次元コード一覧 

 

      

戸吹スポーツ公園 

プラネットパーク紹介動画 
https://www.youtube.com/watch?v=v_2jOy08FtI 

みんなでラジオ体操 

プロジェクト動画 
https://www.youtube.com/watch?v=OH9g_ylzJPU 

8 市合同 

自転車競技ＰＲ 
https://www.youtube.com/watch?v=9eTEogz6erg 

伝承のたまてばこ 
https://www.youtube.com/channel/UCgFDHSSG5-

vccr2eJFsF3XQ 

バンブーランバイク 

アートプロジェクト 
https://www.facebook.com/sketchofjapan/videos/169112745349727/ 

パラリンピック聖火 

「八王子の火」採火式 
https://www.youtube.com/watch?v=n4QFLTqZThk 

１２ページ １３ページ １４ページ １９ページ １９ページ ２９ページ 

 

      

オンライン応援 

プロジェクト 
https://www.youtube.com/watch?v=ZKYwOvhRaUg 

オンライン応援プロジェクト 

田代選手 
https://www.youtube.com/watch?v=adHcRC2eAYY 

オンライン応援プロジェクト 

吉田選手 
https://www.youtube.com/watch?v=1NV43YDULrs 

オンライン応援プロジェクト 

宮原選手 
https://www.youtube.com/watch?v=mzBTa9_73yU 

オンライン応援プロジェクト 

池本選手 
https://www.youtube.com/watch?v=5nMcVqQbwRg 

 

オンライン応援プロジェクト 

上野選手 
https://www.youtube.com/watch?v=6iii28n8EVs 

３３ページ ３３ページ ３３ページ ３３ページ ３３ページ ３３ページ 

 

      

オンライン応援プロジェクト 

部井久選手 
https://www.youtube.com/watch?v=0fGjWlLhk7A 

オンライン応援プロジェクト 

黒川選手 
https://www.youtube.com/watch?v=DETk6-qHuhU 

オンライン応援プロジェクト 

５人制サッカー 
https://www.youtube.com/watch?v=xxrbuwJNqLc 

オンライン応援プロジェクト 

市川選手 
https://www.youtube.com/watch?v=rUB6bRMNLQw 

ナサニエル・コールマン選手 

からのメッセージ 
https://www.youtube.com/watch?v=yHPHEbJ6JGg 

 

コリン・ダフィー選手 

からのメッセージ 
https://www.youtube.com/watch?v=kYPE1MbbLz4 

 

３３ページ ３３ページ ３３ページ ３３ページ ３７ページ ３７ページ 

 

      

ブルック・ラバトゥ選手 

からのメッセージ 
https://www.youtube.com/watch?v=y44aHcU9alw 

キーラ・コンディ選手 

からのメッセージ 
https://www.youtube.com/watch?v=93LMSsKIqXY 

アスリートからの 

メッセージ動画（アメリカ） 
https://www.youtube.com/watch?v=reIKZttr4y0 

市民団体からの 

クリスマス応援メッセージ 
https://www.youtube.com/watch?v=R4x0Q8ioYx4 

ホストタウン連携プロジェク

ト（アメリカ合衆国） 

（２/２２公開分） 
https://www.youtube.com/watch?v=jVA5EnBRRjM 

  

ホストタウン連携プロジェク

ト（アメリカ合衆国） 

（７/２３公開分） 
https://www.youtube.com/watch?v=8Zj-gp0MOoU 

 

３７ページ ３７ページ ４０ページ ４０ページ ４０ページ ４０ページ 

 

   

アスリートからの 

メッセージ動画（台湾） 
https://www.youtube.com/watch?v=ehqqlM99BvE 

市民団体からの 

応援メッセージ動画 
https://www.youtube.com/watch?v=wUY174IVv3w 

ホストタウン連携 

プロジェクト（台湾） 
https://www.youtube.com/watch?v=Jrt-Ck3VOyg 

４１ページ ４１ページ ４１ページ 

 

※令和４年３月末時点 

※動画は予告なく公開を終了する場合があります。 

 

 

 

 



 １１　レガシープランに基づく取組一覧（平成30年度～）

ビジョン 重点 平成30年度 平成31・令和元年度 令和2年度 令和3年度

1 「観る」スポーツの創出

◆ボルダリングワールドカップ開催支援
　エスフォルタアリーナ八王子で開催されたワールドカップにおいて
　大会PRや本市の魅力発信等を実施。
　来場者数5,271人

◆クライミング世界選手権開催支援
　エスフォルタアリーナ八王子で開催されたクライミング世界選手権
　において大会ＰＲや来場者への記念品配布等を実施。
　来場者数12,537人
◆東京2020テストイベント「READY STEADY TOKYO-自転車
　競技（ロード）」の運営支援
◆第20回全日本パラ・パワーリフティング国際招待選手権大会開催
　支援
　日本工学院八王子専門学校で開催された全日本パラ・パワーリフ
　ティング国際招待選手権大会において大会PRの協力を実施。

◆2021女子フロアボールアジア・オセアニア選手権兼世界大会予選
　（延期）

◆コミュニティライブサイト・パブリックビューイング運営（中止）
◆パラ・パワーリフティング事前キャンプ受入（中止）
◆観戦チケット活用事業（中止）
◆東京2020自転車競技（ロード）の運営支援
　ライブ配信による観戦機会の提供
◆オリンピック聖火リレー点火セレモニーの運営支援
　ライブ配信による観覧機会の提供
◆2021女子フロアボールアジア・オセアニア選手権兼世界大会予選
　（中止）
◆ブラインドサッカー日本選手権決勝ラウンド開催支援
　東京フットボールセンター八王子富士森競技場で開催されたブライ
　ンドサッカー日本選手権において、大会の後援や入賞者に副賞を配
　付

2 「する」スポーツの創出

◆市民スポーツ大会（35種目）
◆市民スポレク大会（24種目）
◆ジュニア育成
　・バスケットボール教室（小学生対象）　延参加者数142人、3回
　・バスケットボール教室（中学生対象）　延参加者数25人、3回
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者数72人
　・バドミントン教室　延参加者数101人、2回
◆オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツ普及啓発
　・オリンピアンによる柔道教室　参加者数46人
　・走り方教室　参加者数69人
　・元プロ野球選手による野球教室　参加者数130人
　・バドミントン教室　参加者数96人
◆健康体操教室　開催回数296回　延参加者数6,334人
◆「プロスケーターによるスケートボード教室」実施
　参加者数200人

◆市民スポーツ大会（32種目うち4種目中止）
◆市民スポレク大会（26種目うち1種目中止）
◆ジュニア育成
　・バスケットボール教室　延参加者数82人、3回
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者数56人
　・バドミントン教室　参加者数38人
　・サッカー教室　延参加者数48人、3回
◆オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツ普及啓発
　・ボルタリング体験会　参加者数28人
　・元プロ野球選手による野球教室　参加者数102人
　・走り方教室（中止）
◆健康体操教室　開催回数248人　延参加者数5,063人
◆「みんなでラジオ体操プロジェクト」実施

◆市民スポーツ大会（中止）
◆市民スポレク大会（中止）
◆ジュニア育成
　・バスケットボール教室（動画配信）再生回数3,295回
　　（令和３年３月末時点）
　・サッカー教室　延参加者数26人
　・バドミントン教室（ライブ配信）　参加者数５人
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室（中止）
◆オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツ普及啓発
　・元プロ野球選手による野球教室　参加者数83人
　・走り方教室（動画配信）再生回数623回
　　（令和3年3月末時点）
　・中村美里さんによる柔道教室（中止）
　・ボルダリング教室（中止）
◆健康体操教室　開催回数176回　延参加者数1,926人
◆健康体操教室（動画配信）再生回数8,958回
　（令和4年2月末時点）

◆市民スポーツ大会（一部開催）
◆市民スポレク大会（一部開催）
◆ジュニア育成
　・バレーボール教室　参加者数41人
　・オリンピアン中村美里さんによる柔道教室　参加者数23人
　・ボルダリング教室　参加者数29人
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者66人
◆市民ボッチャ大会（第1回）
　参加者数50人、12チーム
◆健康体操教室
◆八王子2021フェスティバル
　参加者数256人
◆はちりんピック開催
　東京オリンピック・パラリンピックを契機として、コロナ禍で外遊び
　の機会が少なくなっている子どもに向けて、市民・事業者・行政が
　一体となって体験や遊びの場を提供。
　参加者数4,791人

3
「支える」スポーツの創
出

①

◆ボルダリングワールドカップ開催支援（再掲）
　エスフォルタアリーナ八王子で開催されたワールドカップにおいて
　通訳ボランティアを活用し開催を支援
◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）
　ボッチャ指導員の派遣
　実施回数３回　参加者数70人
◆全関東八王子夢街道駅伝競走大会の開催
　参加チーム数497チーム　ボランティア数1,602人

◆ＵＳＡ CLIMBING強化合宿受入及び市民交流
　【交流事業】
　　・「アメリカ代表選手によるボルダリング教室」実施
　　　参加者数30人
　　・市立第五小学校訪問　参加人数約120人
　　・八王子まつり参加
◆クライミング世界選手権開催支援（再掲）
　エスフォルタアリーナ八王子で開催されたクライミング世界選手権
　において通訳ボランティアを活用し開催を支援
◆東京2020テストイベント「READY STEADY TOKYO-自転車
　競技（ロード）」の運営支援（再掲）
◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）
　ボッチャ指導員の派遣
　実施回数21回　参加者数1,077人
◆全関東八王子夢街道駅伝競走大会の開催
　参加チーム数506チーム　ボランティア数1,541人

◆ホストタウン事業
　・アスリートからのメッセージ受領
　・市民団体からのクリスマス応援メッセージ発信
　・”アメリカ合衆国”でつながる！ホストタウン連携プロジェクト
◆台湾のホストタウンに登録
　・アスリートからのメッセージ受領
　・市民団体からの応援メッセージ発信
　・”台湾”でつながる！ホストタウン連携プロジェクト
◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）
　ボッチャ指導員の派遣
　参加者数78人
◆全関東八王子夢街道駅伝競走大会（中止）

◆東京2020大会の事前キャンプのため、USA CLIMBINGの受入
　を実施
◆東京2020自転車競技（ロード）の運営支援
◆オリンピック聖火リレーの運営支援
　聖火リレーサポーターを募り、運営支援の準備を行った。
◆チャイニーズ・タイペイ　パラリンピック委員会へのホストタウン応
　援旗贈呈式
◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）
◆全関東八王子夢街道駅伝競走大会（中止）

4
障害のある人もない人
もスポーツに親しめる環
境の創出

②

◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）（再掲）
　ボッチャ指導員の派遣
　実施回数３回　参加者数70人
◆イベント「知ろう！楽しもう！パラスポーツのミリョク」実施
　参加者数280人
◆あったかホール祭りに競技体験ブースを出展
　体験者数103人
◆ふれあい運動会の開催　参加者数約1,200人

◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）（再掲）
　ボッチャ指導員の派遣
　実施回数21回　参加者数1,077人
◆初級障がい者スポーツ指導員養成講習会
◆ふれあい運動会の開催　参加者数約1,100人

◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）（再掲）
　ボッチャ指導員の派遣
　参加者数78人
◆ふれあい運動会（中止）

◆八王子2021フェスティバル（再掲）
　参加者数256人
◆市民ボッチャ大会（第1回）（再掲）
　参加者数50人、12チーム
◆パラスポーツの推進（ボッチャ体験会）（再掲）
◆パラリンピック聖火「八王子の火」採火式実施
◆ふれあい運動会（中止）

5 文化芸術の魅力の発信 ③

◆伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル2018～を開催
　実施内容：八王子車人形、説経節の会、八王子芸妓衆等による
　　　　　　　　演目、人力車乗車体験等
　参加者・入場者数35,302人

◆伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル2019～を開催
　実施内容：八王子車人形、説経節の会、八王子芸妓衆等による
　　　　　　　　演目、人力車乗車体験等
　参加者・入場者数36,602人

◆伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル2020～（中止）
◆東京造形大学×八王子市　バンブーランバイク・アートプロジェクト
　を実施。

◆伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル２０２１～を開催
　（オンライン配信）
◆東京造形大学×八王子市 バンブーランバイク・アートプロジェクト
　を実施。
◆八王子音楽祭を開催。

6
オリンピック・パラリン
ピック教育の推進

④

◆児童・生徒が外国人との交流を通して外国の文化や言語について
　の理解を深め、積極的にコミュニケーションを図る姿勢を身に着け
　るため、外国人教師を小・中学校全校に配置し、日本人教員との協
　力授業を行った。
◆東京都教育庁の委託事業の一環として、児童・生徒が運動やス
　ポーツに親しみ健康増進や体力向上に努め、オリンピック・パラリン
　ピックをはじめとするスポーツ大会等の意義や役割を正しく理解
　し、平和な社会の実現に貢献していく精神と態度を育成した。
◆東京都教育庁の委託事業の一環として、東京パラリンピックに向
　けてパラスポーツの普及・啓発を推進するため、パラリンピック
　競技の観戦・体験・ボランティア等を行い、障害者及びパラス
　ポーツへの理解促進を図った。

◆児童・生徒が外国人との交流を通して外国の文化や言語について
　の理解を深め、積極的にコミュニケーションを図る姿勢を身に付け
　るため、外国人講師を小・中学校全校に配置し、日本人教員との協
　力授業を実施。
◆学校２０２０レガシーと題し、各校が5つの資質（ボランティアマイ
　ンド、障害者理解、スポーツ志向、日本人としての誇り、豊かな国際
　感覚）を育成する計画を立て、それに基づいた学習を行うことを推
　進。
◆USA CLIMBINGの強化合宿の受入
　【交流事業】
　　・「アメリカ代表選手によるボルダリング教室」実施
　　　参加者数30人
　　・市立第五小学校訪問　参加人数約120人
　　・八王子まつり参加
◆アメリカ合衆国のホストタウンに登録
　【ホストタウン事業】
　　・大使館職員による講演会

◆児童・生徒が外国人との交流を通して外国の文化や言語について
　の理解を深め、積極的にコミュニケーションを図る姿勢を身に付け
　るため、外国人講師を小・中・義務教育学校全校に配置し、日本人
　教員との協力授業を実施。
◆学校２０２０レガシーと題し、各校が5つの資質（ボランティアマイン
　ド、障害者理解、スポーツ志向、日本人としての誇り、豊かな国際感
　覚）を育成する計画を立て、それに基づいた学習を実践。
◆全小中学校の給食で夏季開催国の料理を提供した。また、食育メ
　モや便り、校内用掲示物を活用して、開催国の食文化や開催回に
　参加した日本人選手の活躍を紹介。給食を通じて、オリンピック・
　パラリンピック大会や世界の食文化を理解すると共に、日本の食文
　化との違いや各々の文化の良さを再認識する機会を提供。
◆ホストタウン事業（再掲）
　・市民団体からのクリスマス応援メッセージ発信
　・”アメリカ合衆国”でつながる！ホストタウン連携プロジェクト
◆台湾のホストタウンに登録（再掲）
　・アスリートからのメッセージ受領
　・市民団体からの応援メッセージ発信
　・”台湾”でつながる！ホストタウン連携プロジェクト

◆児童・生徒が、外国人との交流を通して外国の文化や言語につい
　ての理解を深めるとともに、積極的にコミュニケーションを図る姿
　勢を身に付けさせるため、外国語指導助手を小・中・義務教育学校
　に配置し、教員と協力して授業を実施。
◆GIGAスクール構想に基づき配備した児童・生徒1人1台の学習用
　端末を活用し、動画や音声を用いた英語教育を実施するため、指導
　者用デジタル教科書を導入。
◆オリンピック・パラリンピック教育のまとめの取組を全校で実施。
◆パラリンピック観戦
　観戦を希望した児童・生徒を教育課程外で3校の学校が引率。市
　は、3校を支援。
◆東京2020大会開催の延期に伴い、２年度に提供した料理を継続
　して全小中学校で提供。東京2020大会開催後の９月に、開催国で
　ある東京の料理（天丼、のりのお吸い物、小松菜と油揚げの煮びた
　し）を提供。
　また、これまで提供した夏季開催国18か国のレシピをまとめたリー
　フレットを作成し、市ＨＰや所管課窓口にて配布。
◆アメリカ合衆国×八王子市×台湾　ホストタウンフレーム切手　発売
◆「八王子2021フェスティバル」実施（再掲）
　参加者数256人
◆東京2020大会の事前キャンプのため、USA CLIMBINGの受入
　を実施（再掲）
◆チャイニーズ・タイペイ　パラリンピック委員会へのホストタウン応
　援旗贈呈式（再掲） 68

アクション

文化芸術が豊かな
心を育むととも
に、次世代が未来
にはばたくまちを
実現します

スポーツが日常に
溶け込み心身とも
に健康で暮らせる
元気なまちを実現
します



 １１　レガシープランに基づく取組一覧（平成30年度～）

ビジョン 重点 平成30年度 平成31・令和元年度 令和2年度 令和3年度アクション

文化芸術が豊かな
心を育むととも
に、次世代が未来
にはばたくまちを
実現します

7
次世代のスポーツ・文化
芸術活動の振興

◆伝統文化ふれあい事業を実施し、伝統文化を知る機会の提供や
　次世代の育成を図った。
　実施内容：八王子車人形・篠笛・説経節の体験講座、発表会、学校
　　　　　　　　へのアウトリーチ等
　参加者・入場者数1,335人
◆ジュニア育成（再掲）
　・バスケットボール教室（小学生対象）　延参加者数142人、3回
　・バスケットボール教室（中学生対象）　延参加者数25人、3回
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者数72人
　・バドミントン教室　延参加者数101人、2回

◆伝統文化ふれあい事業を実施し、伝統文化を知る機会の提供や
　次世代の育成を図った。
　実施内容：八王子車人形、篠笛、説経節の体験講座、発表会、
　　　　　　　　学校へのアウトリーチ等
　参加者・入場者数1,216人
◆ジュニア育成（再掲）
　・バスケットボール教室　延参加者数82人、3回
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者数56人
　・バドミントン教室　参加者数38人
　・サッカー教室　延参加者数48人、3回
◆ＵＳＡ CLIMBING強化合宿受入及び市民交流（再掲）
　選手12人、コーチ等8人を受入れ小学校訪問、ボルダリング教室
　等の市民交流を実施
　学校訪問参加者数約120人
　ボルダリング教室参加者数30人

◆伝統文化ふれあい事業を実施し、伝統文化を知る機会の提供や次
　世代の育成を図った。
　実施内容：八王子車人形・篠笛の体験講座、発表会、
　　　　　　　　学校へのアウトリーチ　等
　参加者・入場者数249人
◆ジュニア育成（再掲）
　・バスケットボール教室（動画配信）再生回数3,295回（令和３年３
　　月末時点）
　・サッカー教室　延参加者数26人
　・バドミントン教室（ライブ配信）　参加者数５人

◆はちりんピック開催（再掲）
　東京オリンピック・パラリンピックを契機として、コロナ禍で外遊び
　の機会が少なくなっている子どもに向けて、市民・事業者・行政が
　一体となって体験や遊びの場を提供。
　参加者数4,791人
◆伝統文化ふれあい事業を実施し、伝統文化を知る機会の提供や次
　世代の育成を図った。
◆ジュニア育成（再掲）
　・バレーボール教室　参加者数41人
　・オリンピアン中村美里さんによる柔道教室　参加者数23人
　・ボルダリング教室　参加者数29人
　・コア（体幹）トレーニング＆走り方教室　参加者66人

8

グローバル化に対応し
た
魅力ある観光都市の創
出

⑤

◆観光振興の取組強化
　・外国人観光客誘致を目的とした高尾山・リニア広域観光拠点地区
　　事業として、プロモーション動画等ＰＲツールの作成及びプロ
　　モーションを実施
　・多言語リーフレット等の増刷
◆続・100名城に選ばれた滝山城跡等を紹介する滝山三城マップ
　（英語版）の作成
◆高尾駅北口・南口及び横山町公園に設置した歩行者用観光案内
　標識の多言語化
◆「歴史文化基本構想」の策定及び「日本遺産」認定申請に向けた準
　備に着手。

◆外国人観光客誘致を目的とした高尾山・リニア広域観光拠点地区
　事業として、モデルコース等を掲載した英語版ウェブサイトを作成
◆高尾山ポケットマップ等観光パンフレットの多言語化を伴うリ
　ニューアル及び増刷
◆観光案内所への多言語誘導看板の設置及び案内所看板の多言語
　化を実施
◆台湾向けFacebookでの観光情報の発信
◆続・100名城に選ばれた滝山城跡等を紹介する滝山三城マップ
　（英語版）を増刷
◆西八王子駅北口・南口に設置した歩行者用観光案内標識の多言
　語化
◆市内に存在する文化財を周辺環境も含めて的確に把握し、総合的
　に保存・活用するためのマスタープランとなる「歴史文化基本構
　想」を策定。また、本市固有の魅力ある歴史文化資源を物産・観光
　と結び付け、地域の魅力を発信するための調査・研究を行い、「日
　本遺産」認定の申請を行った。
◆歴史を活かした魅力を発信する拠点施設の一つである八王子城
　跡において、「八王子城跡まつり」を開催し、文化財継承の機運や
　郷土愛の醸成を図った。また、外国人来訪者に八王子城跡の魅力
　を発信するため、外国語版のリーフレットを作成。
◆東京2020大会の開催を見据え、外国人観光客等が安心して東京
　に滞在できる環境を整えるため、外国人とのコミュニケーションを
　円滑にするポイント等を学ぶ講座を開催し、「外国人おもてなし語学
　ボランティア」を育成。
　実施回数2回、延べ参加者数54名

◆東京2020大会を契機としたインバウンド推進を目的とした、高
　尾山リニア広域観光拠点地区連絡会（八王子市、あきる野市、相模
　原市、大月市、都留市）において、滞在型観光コンテンツ及び旅行
　商品を造成し、訪日旅行を取り扱う旅行業者への売り込みを行っ
　た。
　また、コロナ収束後の訪日旅行喚起に向けたSNSでの情報発信を
　継続して実施。
◆外国人観光客に向けた、観光ガイドブックを多言語化し、外国人旅
　行者に対する利便性を図った。
◆令和２年６月　「日本遺産」認定
　　　　７月　官民連携による日本遺産「桑都物語」推進協議会を設立
◆「日本遺産」を活用し、歴史文化資源の保存・活用とともに地域の活
　性化を図る事業を展開。
◆「日本遺産」ストーリー「霊気満山　高尾山～人々の祈りが紡ぐ桑都
　物語～」を紹介し、歴史文化から本市の魅力を発信する「桑都日本
　遺産センター 八王子博物館（愛称：はちはく）」の整備工事を完了。
　また、国内外の来訪者に本市の歴史文化の理解を促すため、ミュー
　ジアム・アプリ「ポケット学芸員」を導入。
◆NPO法人八王子国際協会が実施する「外国人おもてなし語学ボラ
　ンティア英語交流会」の支援
　9月 15人、2月 19人

◆市内の観光スポット等を紹介する紙媒体の観光ガイドブックをデ
　ジタル化し発信することで、外国人をはじめ本市に興味を持つ観
　光客に対する利便性を図った。
◆「桑都日本遺産センター 八王子博物館（はちはく）」を開館。
◆「日本遺産」認定ストーリー「霊気満山　高尾山　～人々の祈りが紡
　ぐ桑都物語～」を紹介する展示を行い、郷土の歴史や文化への関
　心を高め、郷土愛を醸成し、本市の歴史文化を次世代につなげ
　ていく。
　また、国内外に本市の魅力を伝えるため、展示解説では、ポケッ
　ト学芸員の運用を開始し、学芸員による日本語の音声ガイドを聞け
　るようにしたほか、外国人来訪者に対応するため、4か国語による
　解説を館内外で利用できるようにした。
◆NPO法人八王子国際協会が実施する「外国人おもてなし語学ボラ
　ンティア英語交流会」の支援
　８月 ２３人

9
すべての人が安心して
心地よく過ごせるまち
づくり

◆富士森公園修景花壇の設置
　花壇の種まき、宿根草植付け
◆八王子駅南北口花壇の修景整備
　花壇デザイン講習会
◆テレビ電話通訳サービスを導入し、市役所窓口における多言語対
　応を強化。
◆スマートフォン向けアプリ「カタログポケット（CatalogPocket）」
　により、広報紙の多言語化等への対応を図った。

◆富士森公園修景花壇の設置
　花壇補植、一年草植付け、メンテナンス
◆八王子駅南北口花壇の修景整備
　植え付け、メンテナンス、花壇デザイン講習会
◆テレビ電話通訳サービス等を活用し、市役所窓口における多言語
　対応に取り組む。
◆スマートフォン向けアプリ「カタログポケット（CatalogPocket）」
　により、広報紙の多言語化等への対応を図った。

10 アクセシビリティの強化
◆案内サインの多言語化やピクトグラムの追記など、整備計画の策
　定

◆JR八王子駅・京王八王子駅周辺における案内サインの多言語化や
　ピクトグラムの追記など整備工事の実施
　工事内容・・・サイン設置（独立式、添架式）　21基、
　　　　　　　　　サイン設置（シール貼付）　9面

69

すべての人に愛さ
れる「三ツ星のま
ち」を実現します



 

 

 

 

 

 

 

  

 

【発行】 

八王子市教育委員会 

生涯学習スポーツ部 スポーツ振興課 

令和４年３月 


